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ラテン・アメリカ市場への英・ヨf(の進出

一一 1820年代から第 1次大戦前まで一一

外山 忠

ま え が き

「ラテン・アメリカに対する外国資本進出の歴史は，そのままラテン・ア

メリカ経済の発展の歴史であるといって過言でないほどに両者の関係は緊密

である。J(世界経済調査会「中南米の研究Jp. 229)と言われている。

この「両者の関係」の内容をどのように評価すべきかという問題，つまり，

外国資本にとってラテン・アメリカは如何なる意味をもちえたのか，また，

逆に，ラテン・アメリカの歴史において外国資本はどのような役割を果した

のか，という点についての評価に係りなく「両者の関係」が緊密であったこ

とは事実であろう。このことは，歴史的には1820年代以降現代に至るまでの

すべての時期に言い得ることであり，それ自体大変興味のある主題である。

しかしながら，小稿は，ラテン・アメリカにおける外国資本の歴史を全面

的に検討すること自体が目的ではなし、。むしろここでは，ラテン・アメリカ

の独立達成後から第 1次世界大戦に至る時期のイギリスとラテン・アメリカ

諸国の貿易関係をまず明らかにし，更に，特に1880年代以降に顕著な役割を

与えられはじめたイギリス資本輸出が商品輸出入にどのような影響を与えた

のかという点を明らかにすることが 1つの目的となる。

第2に，ラテン・アメリカ市場への資本輸出について言えば，第 1次世界

大戦前にはイギリスに次ぐ資本輸出国であったアメリカの19世紀末以降の資

本輸出の特徴を検討することであり，その際，イギリス資本輸出との相違を

明らかにすることに重点がおかれよう。従って，帝国主義段階以降に重要な
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役割を怒うことになった紫本輸出それ自体に摂って替えば，商品輸出入との

潟採及びイギロス，アメリカ両慢の特祭がふれられているにすぎない。

しかし，この点~ì\' 、ずれにせよ翠擦な意味をもっているように患われる。

なぜなら，イギリス資本輸出とアメヲカ資本輸出の相違は，特に第 1次佼界

大戦以後のラテン・アメリ jJ市場をめぐるイギヲスとアメリカ

ずる lつの重要な要因をなしていると患われるからである。

以上の意味において，小穣はまた，いわば，子音器主義段階の世界経済にお

いて，ラテン・アメヲカが如何なる地伎を付与されたかを明らかにするため

の機備作業ともなるで、あろう。

目 次

支えがきす

'7テン・アメザカ

耳 19t佐紀前半のイギリスの対ラテン・アメリカ貿易とラテン・アメリカ浴場

霊 鉄道建設及び港湾施設の笈易への影響

lV 19t佐紀後半以降のイギリスの対ラテン・アメリカ貿易

V 19世紀後半以降のラテン・アメワヵ1Ti場におけるイギリスとアメゾカ

VI イギリ y、及びアメザカの対ラテン・アメザカ資本輸出

(1) イギ予 2えの対ラテン・アメザカ資;$:輸出と貿易関係

(2) アメリカ資本検出の滋出

小長寿一一絡む叫ミえて…←

ラテン・アメリカの独革命と世界資本主畿

1492年のコロンブスによる発見以来，約半世記擦の征認の時代を経て，ラ

テン・アメロカはスペインとポルトガノレの議商主義政策に基づいた械民地支

配当ビ受けることになった。

ラテン・プメl);;ちの独立革命は，挟い意味においては， 181O~1826年の金

大陸的規模での解放闘争合指すが，時あたかも産業革命を完了しJ伎界の工

としての地位を冨めつつあったイギ予スを中心とする没界資本主義との

関連でそれが如何なる歴史的地位を与えられることになったかという点を明

らかにするために，機民地時伐のラテン・アメリカの構造と独立革命の性格
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に多少ふれておかなければならないであろう。

[重商主義植民地体制に対するi植民地人民の不識と罷争は，早くも十六世

認から始攻り，絶えまない抜乱として表現されているが，それはインディオ

の奴告し黒人奴殺の射しク 1)トリ託ら鋲芸u二大車時れる。」これらの

Rきしはし、ずれも植民地体制そのものの矛嘉に基礎を置いているとは言え，イ

ンディオ農民，熟人奴隷，グザ*…担ョの各々の反乱が意味する内容は，そ

れぞれが置かれてレる社会的状態によってき当然呉らざるを得ないしその社

会的状懇は綴民地体制の経済構造によって兜極的に規定されていた。 16世紀

以降のラテン・アメ手カにおける経済構造は，母国であるスペイン，ボルト

ガノレから移植された大土地所有畿をその基本的な特徴としていた。スペイン

とボルトガノレの支配賠級は，その征服諸に，土地と人民を自らの艶に分配し，

現夜なおラテン・アメリカ諾患の経済構造マピ規定しているヅティアンディオ

という大土地所有鱗を現出佼しめた。ラティアンディオと捻，r元来はスベイ

ン本闘にあっ 貴族と幾奴の搾取関係J唱どあらbす

エンコミエン〆の転化形態であるが，このエンヌミエンダが植民地に移植d

れてからは仁ぷンコミニふンダの所有者であるエンコメンデ…担と品ンコミ

ンタn，こはたらくインディアンの関係は， と霊長蚊の顎係よりもず

っとひどし事実上の奴隷制度j合意、味した。このように原住民であるイン

ディアンはこと地の共問所有，共間管理及び共i湾矛IJ用を進基礎とする都族共間体

とし、う社会組織をど破壊容れ，大土地所有舗を基礎とする植民地体制の中で最

下震の犠牲者として搾取，持庄'a:受けなければならなかった。

さらに，犠畏地所有者連は，植E宅地における強襲ij労畿の礁保のために，奴

隷貿易によって多数のアブりカの黒人合奴隷往したのである。

インディオ幾民の反乱は多くの場令不当な課税，増税や虐荷などの車接的

な不満に端を発し，黒人奴隷においては，所宥者からの逃亡ごという形態に現れ

たように，寝泊の獲得が殻大の要求であったと言われる。インディオ農民，

E黒人奴隷のいず、れもが，総民地体制において最下関の被搾窓際絞である限り

に;おいて，つまり，彼らの労働からの搾取が植民地体鱗の基礎をなしている
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限りにおいて，彼らの反乱は客観的に植民地体制の根元を揺ぶるという性格

を持たざるを得ないが，しかし，[彼らの闘争は概して自然発生的であり，孤

立分散的であって，植民地体制自体の打倒をはっきりと意図するものではな

かった。」反面，この点を明確に意識していたのはクリオーリョであった。ラ

テン・アメリカの独立革命においてクリオーリョ階級が指導的役割を担った

ということは，その階級的利害が独立革命の中に反映され，革命の性格を規

定することを意味したのである。

クリオーリョの階級的利害は，彼らの多数が大土地所有者ないし大商人で

あり，従って，植民地内においてはインディオ農民，黒人奴隷を直接搾取す

る抑圧者であると同時に，他方では，本国から逆に抑圧されているという 2

面性の中に存在する。グリオーリョと本国の矛盾は，第 1に，彼らは植民地

において，政治的に重要な地位を与えられることはまれであったということ，

つまり，本国生れの白人であるベニ γ スーラから事実上差別されており，第

2 Vこ，経済的にも彼らは本国本位の経済政策によって自由な経済活動を抑圧

され，又多くの植民地課税に悩まされていたということである。

18世紀後半に行われたスペインの王室財政再建のための値民地の改革，な

かでも植民地に最も大きな影響を及ぼした貿易自由化に向けての通商政策の

修正は画期的な帝国貿易の増大をもたらすことになった。しかしながら，自

由化はあくまでも帝国内だけであり，このことが逆に，世界市場への自由な

参加，諸外国との完全な自由貿易を要求するクリオーリョと，あくまでも本

国本位の貿易独占体制の維持=絶対主義補強を意図するスペイン本国との矛

盾がもはや現実に和解できない段階にまで深まっていることを示す結果にな

ったのであるつ

以上のような背景の下に， 1810年に始ったラテン・アメリカ独立革命の性

格は，植民地の地主，フ守ルジョア階級であるクリオーリョがその指導階級の

役割を担ったという事実の中に端的に示されていた。すなわち，クリオーリ

ョは「あくまで本閣の植民地支配からの離脱，つまり政治的独立を願ったの

であって，社会草命を企図したのではなかった。」言い換えれば，クリオーリ
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ョにとって，自らが指導的階級として独立革命を遂行する必要があるとすれ

ば，それFは自らの階級的利害を体現した自由貿易のためで、あり，決して，イ

ンディオ農民，黒人奴隷とL、う被抑圧階級の解放一一このことはとりもなお

さず，植民地体制の基礎である大土地所有制の廃止=社会革命を意味し，従

って必然的にクリオーリョが既存の体制における自らの支配階階としての地

位を放棄することを意味するであろうーーのためではなかったということで

ある。

16世紀以降のインディオ農民，黒人奴隷による大規模な反乱の頻発は，彼

らが意識しようとしまいと，植民地体制の打倒=本国からの政治的独立及び

社会構造，経済構造の根本的変革=大土地所有制(ラティフンディオ)の廃

止とそれに基く前資本主義的搾取と抑圧からの解放という 2重の課題が存在

することを示していた。しかしながら，独立戦争は，政治的独立とし、う課題

は遂行しえたが，社会構造，経済構造の根本的変革とし、う課題を遂に果し得

なかった。その原因は，すでにふれたように，革命の指導階級であるクリオ

ーリョにとって，第2の課題の遂行は自らの階級的利益を代表しないばかり

か，さらに進んで自らの階級的基盤を掘り崩すものにほかならなかったから

である。かくて，若干の例外を除けば，独立革命後のラテン・アメリカにお

いて，土地改革はほとんど行われず¥むしろそれ以降大土地所有制が拡大，

強化される結果さえ担いたのである。また，ラテン・アメリカ独立戦争が社

会革命を遂行しえず，逆に大土地所有制を温存，拡大させたことがそれ以後

の世界資本主義とラテン・アメリカの関係を根本的に規定する要因ともなっ

ていったのである。

19世紀前半は，イギリスが後進地域を原料，食料供給地域として，又自国

の工業製品の販売市場として再編成し，自らを中心とする世界的な収奪体制

をつくり上げようとしていた時期であり，自由貿易主義はそのための重要な

手段に他ならなかった。他方，本国からの政治的独立によって権力を握った

クリオーリョは積極的に自由貿易を推進することになったが，大土地所有制

の温存，拡大による収奪の更なる強化を基礎とする自由貿易の展開は，一方
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では，イギリスを中心とする後進地域の再編成との関連において必然的に世

界市場が要求する商品の生産に力を入れることになり，他方では，そのこと

によって，国内での大土地所有者によってモノカルチュア経済が促進される

という結果を招いた。このことは，ラテン・アメリカがイギリスを中心とす

る世界資本主義の一環としての原料，食料供給地，工業製品の販売市場に直

接組み込まれ，新たな収奪体系の下で世界資本主義に対する経済的従属とい

う地位を押しつけられることを意味した。更に，大土地所有制を基礎とする

経済のモノカノレチュア化は必然的に経済発展の歪みをもたらし恒常的な資

本不足は，圏内開発に必要な資本を外国から導入することによって，外国資

本に対する従属性を深める結果をもたらした。イギリスを中心とする外国資

本への依存は独立戦争中にはやくも現れ，以後ラテン・アメリカ経済の中に

定着化していったのである。

1) この独立革命を広い意味に理解すれば， 1804年のハイチ独立に始まり， 1903年の

パナマ独立までの時期を含むと言える。それ故， 19世紀は独立革命の 1世紀であ

った。ちなみに，ラテン・アメリカ諸国が独立を達成した年は次の通りである。

ハイチ一一1804年，コロ γピアーー 1819年， メキシコ，コスタ・リカ，エノレ・

サノレヴァドノレ，グアテマラ，ホンジュラス，ニカラグア，ベノレー 1821年，ブ

ラジノレ，エクアドノレー← 1822年，ボリビア， ウルグアイ一一 1825年， ドミニカ共

和国一←1844年，キューパ 1898年，パナマ 1903年。

2) 植民地生れの白人のことを言い，本国生れの白人をベニンスーラと言う。

3) 高橋章「ラテン・アメリカ諸国の独立と変容j(岩波講座「世界歴史j20所収)p.486 

4) W. Z. フォスター，アメリカ政治史研究会訳「アメリカ政治史概説」上，大月

害賠， p. 72 
エンコメンデーロ

5) エンコミエンダ制度とは「土地の受領者が，一種の借地契約によって土地を保有

し，その土地ではたらく一定数のインディアンを割り当てられる制度j(W.Z.フ

ォスター，アメリカ政治史研究会訳，前掲書， p. 9のであり，従って，少くと

もこの制度の初期の段階では，エンコメンデーロに与えられたのは土地の使用権

主管理権だけであった。この制度は1503年にサント・ドミンゴ島で始まり，その

後広く普及した。この制度の下では，本来原住民であるインディオは領地内の村

落共同体内で土地を保有し，領主に一定の貢納と賦役の義務を負う農奴身分であ

った。この制度は以後何度か廃止，復活をみたが， 18世紀末のスベインによる植

民地の改革の一環として究極的に廃止され(1791年6月10日のスベイン壬カルロ
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ス四世によるチリにおける廃止の法令が決定的であった。W.Z.フォスター，アメ
※ 

リカ政治史研究会訳，官Ii掲書， p. 100参照)，アシエン夕、への転化がなりとげられ

た。ここにおいて従来の封建的諸義務は消滅し，領主経営'は債務奴綴11刊に基く地

主経営へ推転した。アシエンダとは，ラテイフンディオにおける 2つの類型(そ

の基準は，農業進化の地主的系列における発展段階〕の 1つであり，他の 1つは

プランテーションである(この点詳しくは，木田和男「ラテン・アメリカにおけ

る土地所有形態の特質」関西大学商学論集9巻 1号参照〕。

※ アシエンダは，エンコミエン夕、からの[白:終的な転化であるとする見解の:一般的

であるように思われる。例えば，フォスターは，rもう経済的に時代おくれになっ

ていたエンコミエンダ制度は，…一廃止され，このあとをついだのが，アシエン

ダ制度である。この詣IJ度は，エンコミエン夕、制度にかわって，ほとんどすべての

スベイン植民地をつうじて，大農場経済のもっとも有力な形式となった。そして

このときまでには，すでにエンコメンデーロは土地の所有権をえていたのであ

る。J(アメリカ政治史研究会訳，前掲書， pp. 99-100)と述べ，叉木田氏も「ア

シエンダ型は，摘民11寺代にスベイン領アメリカでエンコミエンタA・H ・-と称された

植民制度に由来する封建的大土地所有が，商品生産の発展に対応して『上から』

再編・強化された，すぐれて過渡的な土地所有形態であり，領主経'出'の直接的な

転化形態である。J(前掲論文， p.61)と指摘している。これに対し，増田義郎氏

は，メキシコに限定してではあるが，r……アシエンダ制が，エンコミエンダ制か

ら発生したと考えるのも，最近の研究では支持されていない。つまり，エンコメ

ンデーロが労働力だけでなく，土地まで所有することを欲して王権と闘った結

果，アシエンダを獲得した，という証拠はあまりないのである。むしろ，アシエ

ンダjl~Jは‘十六世紀の銀山ブームとともに発生し，ェγ コミエンダ制が衰退した

のちに確立された，と考えたほうが正しい。Jcrメキシコ革命」中央公論社， p. 40) 

として前者の見解を否定している。

ここでは，この点に立入った検討を加えることはできないので，一応前者の見

解に依っているが噌ただ時期的にエンコミエンダとアシエンダは切らかに呉って

いることだけはイ点認しうる。

6) W. Z.フォスター，アメリカ政治史研究会訳，前掲書， p. 72 

7) rアメリカの発見，アフリカの回航は，勃興しつつあるフ。ルジョアジーのために

新しい活動分野をひらいた。東インドや中国の市場，アメリカへの植民，植民地

との貿易，交換手段および一般に商品の増加は，商業に，航海に，工業に，空前

の飛躍をもたらし，そのことによって，崩壊しつつある封建社会のなかの革命的

な要索を急速に発展させた。J(マルクス・エンゲノレス，マノレタス=レーニン主義

研究所訳「共産党宣言」国民文庫， p.28)fマニュブアクチュアおよび一般に生産

の運動はアメリカと東インド航路の発見とともに始った交通の広がりによって巨
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大な躍進をなすにし、たった。アメリカと東インドから輸入された新しい産物の数

々，ことに大量の金と銀 これは流通するようになって.階級聞の地位をすっ

かり変え，封建的土地所有と労働者に痛い打撃を与えた一一，探検旅行，植民，

そしてことに，いまや可能となって日ましに実現をみてゆく，市場の，世界市場

への拡大は歴史的発展の一つの新しい局面をもたらしたJ(マルクス・エンゲソレス

真下信一訳「ドイツ・イデオロギー」国民文庫， pp.107-108)。かくて， f世界貿

易と世界市場とは， 16世紀に資本の近代的生活史を聞くのである。J(マルクス，

岡崎次郎訳「資本論」国民文庫(1)，p. 257)が，その際，マノレタスは，植民地に

おける奴隷~ìlj度の意義を次のように述べている。「直接奴隷制度は，機械，信用等

々と同様に，ブ、ノレジョア的産業の枢軸である。奴隷制度なくして綿花はあり得な

L 、。植民地を価値あるものにしたのは奴隷制度であり，世界貿易をつくりだした

ものは植民地であり，大産業の条件たるものは陛界貿易である。だから，奴隷制

度こそもっとも重要な経済的範瞬なのである。J(マノレタス，高木佑一郎訳「哲学

の貧困」国民文庫， p. 154) 

8) 高橋章，前掲論文， pp. 486-487 

9) 高橋章，前掲論文， p. 488 

10) 高橋章，前掲論文， p. 506 

11) この点について木田氏は次のように述べている。「独立達成後の地主的農業は，イ

ギリス産業革命を起点とする世界貿易の飛躍的増大におうじて，絶対王政の支配

をはなれたインディオ共同体の土地をきわめて広大な規模で収奪し，債務奴隷制

を強化しながら発展した。このアシエンダへの土地集積の過艇は，帝国主義段階

にはいって，農産物の供給源としてのラテン・アメリカ地域の重要性がし、っそう

たかまるにつれ， i波行的なモノカルチュア経済を拡大再生産しつつますます促進

され，ここに，兵常なまでに巨大な土地所有が生ずることになった。J(前掲論文

p. 62)このように，大土地所有能IJとそノカルチュア経済は相互補完的な関係とし

て悪循環をくり返すことになっていったので、ある。このようなラテン・アメリカ

における大土地所有命IJは今日まで基本的に変化なく続いているとみて差支えない

であろう。この大土地所有情IJの特徴については，他に，西向嘉昭「ラテン・アメ

リカの土地保有形態についてJCf南米研究J7号)，森田節男「後進国の土地問題」

Cf世界経済J1959年4月号)，石井章「メキシコにおける土地所有形態の歴史的変

遷JCfアジア経済J7号)等を参照。

II 19世紀前半のイギリスの対ラテン・アメリカ貿易とラテン

・アメリカ市場

すでに植民地末期において，イギリスはラテン・アメリカにとって重要な
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貿易相手愚〈ぞれが合、法的なものであれ非合法的なものであれ〉であったが多

大i段戦争によってツラソスとドイツからの務品輸入が途絶えた結果，ラテン

・アメ予ブJが頼るべき商品輸出欝はイギリスのみになった。

19世記初頭には，イギリスの議擦な務品輸出市場は，表uこ示される如く

ヨ-1"ッパとアメリカであったの 1805~1808年の需に， フランスきと含む北 g

-¥:1ッパへのイギリス商品輸出は1，0307:iポンドから210万ポン nこ，又アメ

リカへの鵡品輸出も 1，100万ポンドから 520 ポンド、へと大中高な議少な示し

この時期にで?で子ン・アメリカはイギりスの議擦な商品輸出市場になっ
詰〉

たσ イヰゴワスの対ラテン・アメ Fカ商品輸出は， 1814年の約 270:万ポンドか

ら1816年の約210万ポンドに務込んだが，それは一時的な局面にすぎず， 1825 

年には6，400フゴポンドにまで増大した(表 1)01830年代及び1840奪三拾には，

ラテン・アメ y/ちへのイギリス商品輪出は堅実に4 ， 000~6 ， OOO万ポンドを維

し，このうち，ブラジノレー患のみで、汚から泌をおめた(関1)。表2から切

らかなように， 19君主紀前半のイギザス商品輸出においては，議縫製品が圧倒

1主め，なかでも線製品は40~50%の比重を占めていた。この綿製

されたイギザス商品輸出の構造は，ラテ γ ・7メ予フ与においても鈎

外なく反挟されたっ淡3~.こ示されているように， 19i世紀前半に，ラテン・ア

メザカはイギリス綿布輸出の最大の市場であり， 1820年にはイギリス綿布輸

出の23%，1830年には31%季 1840年には35'?0，18印年には26%をぷめたのな

かで、もブラジJH主イギ1}ス綿製品のための大きな市場を提供 L，1880年代以

持にブノレゼンチン したと鍔じように， 19世紀前半のラテン・アメリカへ

のイギザス商品輸出会支える役割を拐った。

ラテン・アメリカからイギすスへの輸出品は，ブラジノレの砂糖，コ{ヒー

を除けば、主に金及び銀の正貨であった。この点は，スペイン及びボノレトカ、

ノレからの独立以前にすでに確立していたパターンをなお踏襲するものにめっ

た。

独立達成後の数十年認は，ほとんどの と外国資本の流入に頼

る以外には輸入銀過を埋め合わせることができず，わずかにアルゼンチンが
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期;皮と獣絡め輸出で，またブラジノレが砂糖Jニタバコの輸出によって輸入を埋

め合わせることがでさたにすぎなかっ

しかも，イギリス よい特恵関税は，ラテン・:7メ予カ

な輸出品である砂轄とコ-1::.ーがイギ予ス市場に輸出されるのを不可能にし
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表(1)続き

1833 0.9' 7. 2.1 2.6 1.01 4.8 

1834 9. 1.0 6. 1.7 2.7 1.3 5.2 

1835 10.3 1.1 2.2 3.2 1.2 4.9 

1836 10.0 9.0j 1.5 6.8 12 2.7 3.8、1 
1.2 6.0 

1837 11.5 7.9 1.ヰ: 5.6 4. 2‘? 3. 1. 1! 4.3 

1838 12.1 iO.l 1.8 7.0 7. 1格9 3.4 1. 1 i 4.7 

1839 12.3 8.5 1.6 7.6 8. 3.0 4.0 1.3 ふむ

1840 12.3 9.2 }‘5 9.3 5禽

2円G 3 
3.6 1.1 6.2 

1841 13.2 9.7 1.9 8.2 7.1 3. 2.51 1.1 5.1 

1842 14‘01 9.9 1.7 7.5[ 3.5 2. 2.6j 0.9 5.0 

1843 14鳴り| 1.7 9.5 5.0 1.8 2.9 1. 0: 5.4 

1844 11. 1.6 11.3 3.0 2.5 5.4 

1845 15.1 11. 1.9 11.0 7 3.6 7.8 1.5 6.0 

1846 i札7 11. 1.8 10.2 6. 3.3 3.5 1.4 5.6 

18ヰ7 14.0 11. 9.1 11. 3. 2.3 1.5 5.1 

出身f: Mitclぽ 11'‘Abstractof British Historical Statistics" 1 962 pp. 313-31ヰ

た。砂糠税誌1854年設で，コーとー税は1851年まで続き> 19世紀前半のイギ

ヲスとの貿易の大き なった。

他方， 1820年代にラテン・アメリカに投資された 5，500万ポンド以上のイ

ゴドヲス資本;は， ラテン・アメリカ の貿易バランスの掻正を助け， る

イギ Pス務Jhの輸入会捉進したものの， 1825年の金融恐慌によって資本は引

揚げられた。ここにおいて，ブノレジノレとアルゼンチンを除く他害者翻は輸入能

力を失い，もっぱら，鉱rl!から得るか，或い江他舗との貿易によって護得す

る賞金属の輸出に依存しなければならなかった。

ベルー (主的機及びま索以外に輸出品をもってし、なかった。 と硝

石建築は1830年f¥;tこ盛んになり，かのもグアノ時代、 じまった。

それでも 1840年のベルーの輸出1:];， 156万ポンドの金住民〉塊. 14万ポンド

のネ毛，引7iポンドの硝布 8~ヴポンドの綿， 27iぷンドの樹皮から犠成さ
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出所:D. C. M. Platt“Latin America and British Trade 1806--1914" 1972， p.30 
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どデオョベノレペネズエラ
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表 2 イギリス輸出の構造(百万ポンド〉

1181511叫田71184711町 11鰯 1187211即 11側 11州 1907

輸出(再輸出を含まず〉51.6 38.9 42.1 58.8 122.1 188.9 256.3 241.5 263.5 791.2 426.0 

重 工 業 製 品 11.75 1.40 4.17 9.07 29.5 35.9 67.4 66.6 91.5 126.6 177.7 

(内 訳〉

石炭とコークス 0.47 0.44 0.43 0.97 3.21 5.10 10.4 9.56 19.0 38.6 42.1 

鉄 お よ び鋼1.28 1.05 2.01 5.27 13.5 14.7 35.3 31.1 31.1 31.6 46.6 

手ド 3丈 金 属 1. 24 1.54 5.7 6.1 5.5 5.1 7.2 6.0 11.7 

機 械 一0.71 0.49 1. 26 3.88 4.76 8.20 11.9 16.4 19.6 3l.7 

電気製品および器具 0.30 0.31 0.40 1. 04 1.60 3.35 2.47 

運 輸 手 段 ・ 船 舶 0.17 0.24 0.24 0.24 0.62 3.03 11.09 17.78 

化 A寸't 製 ロ仁ロ3 1.70 3.38 5.46 4.95 9.29 13.2 17.1 

軽工業製品 241.7 30.3 34.8 42.2 79.5 135.6 159.2 146.9 145.9 142.8 220.7 

そ の う ち

繊 *lf; 製 品33.427.2 28.7 35.8 61.8 114.9 133.8 112.6 114.2 104.2 159.3 
てザ の う ち

綿 製 品20.718.4 20.6 23.3 39.1 74.6 80.~ 75.8 74.4 69~8 110.4 

毛 製 品10.26.2 5.0 7.9 13.6 26.5 38.5 23.7 27.5 23.8 33.7 

皮羊および皮革製品0.71 0.45 0.34 0.47 2.29 2.03 3.66 4.28 4.28 3.88 6目6

陶磁器およびガラス l目 501.01 1.04 1. 13 2.15 2.46 3.11 3.62 3.58 3.07 4.05 

ナイフおよび金具類 1.3511.39il.46 2.34 4.21 5.98 5.45 5.16 4.53 4.16 6.43 

出所:メンデリソン，飯凹・平館・ ILi木・平田共訳「恐慌の理論と陪史J1， 1960， 

p. 346 

表 3 イギリスの綿布輸出，地域別 1820-1882年

(単位100万ヤード〉

11820 11830 11側 1185011860 11870 11880 11882 

〈綿 布〉

ヨーロッパ(トノレコを除く〉 127.7 137.4 200.4 221.1 200.5 294.6 365.1 348.7 
トノレコ，エジプト，アフリカ 9.5 40.0 74.6 193.9 357.8 670.5 588.6 540.2 
アメリカ(合衆国を除く〉 56.0 140.8 778.6 360.4 527.1 594.5 651.6 783.9 
メlコ込 衆 国 23.8 49.3 32.1 104.2 226.8 103.3 77.9 74.0 

英領東インド諸等島1J 145.1 314.4 825.1 923.3 1，813.4 1.664.8 
中国，日本，ジャワ 14.2 56.9 29.9 104.3 324.2 478.2 632.0 605.6 
他の すべ ての 国々 19.7 20.2 29.9 58.9 214.7 188.4 367.7 331.5 

250.9 444.6 790.6 1.358.2 2.672.2 3，252.8 4，496.3 4.348.7 
一 一

11¥所 Ellison“CottonTrade of Great Britain" 1886. p. 63 
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れていた。コロンビアの対イギリス輸出は， 19世紀中葉においてさえ，その

大部分は正貨であり，キューパは1830年代以降，輸入された銅鉱石のイギリ

スへの主要な供給固になった。ボリビアの輸出は，ほとんどすべてが金と銀

のみであり，チリは，金，銀，小麦以外には何も輸出できなかった。

以上みてきたように， 19世紀前半のイギリスの対ラテン・アメリカ輸出は，

1831年の 360万ポンドから1850年の 660万ポンドへとそれ自体大きな増加を

示したが，そこでは結局ブラジルの地位が非常に高く(1831年に 120万ポン

ド， 1850年には 250万ポンドに増大)，基本的に，ブラジルがイギリスとの

貿易を支えたといっても過言ではなかったのである。そして，ほとんどの他

諸国は，金(銀〉塊と正貨以外には輸出すべき何物ももっていないという状

態であり，これが対イギリス貿易を阻害する大きな要因となっていたのであ

る。

要するに，ラテン・アメリカ独立革命の結果は，スペイン商人の逃亡と伝

統的な貿易関係の破壊をもたらし，スペイン貿易体制において重要な役割を

演じた都市を混乱に陥し入れたのである。また，独立直後のラテン・アメリ

カは，戦争による荒廃がもたらした政治的不安定，人口の減少による市場の

狭さ，輸送・通信網の不足等々，外国貿易の発展に対する種々の障害が存在

していたのである。

また， ブラジノレ， アノレゼンチン， メキシコ，ベノレ一等において富を独占し

た大土地所有者逮は，ヨ-]:1ッパからの倍f多品の克払いに十分応ずることが

できたが"ほとんどの輸入品は大多数の国民の収入をはるかに越え，主要な

沿岸都市，或いは資本のある都市に集中したにすぎなかった。

1) D. C. M. Platt，“Latin America and British Trade 1804-1914" 1972， p. 28 

2) D. C. M. Platt， ibid.， p. 28 

3) これら諸国の状態については， D. C. M. Platt， ibid目， p. 38参照。

4) これらー握りの大土地所有者の性格について，フォスターは次のように指摘して

いる。「大土地所有は，さらに芽をだしはじめた工業をいじけさせ，麻痔させる。

ラテン・アメリカの大地主は，……工業の発達をおそれ.....彼らの政策のだし、た
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いの方向は，それを阻止することにむけられている。彼らは外国からの安価な製

品をほしがる…・・。彼らはまた，一般に園内の改善，すなわち工業制度の成長に

とって欠くことのできない道路，鉄道，運河などに対して反対する。J(W. Z.フ

ォスター，アメリカ政治史研究会訳，前掲書， p. 370)又高橋氏も同様の指摘を

されている。i......大土地所有者は，粗悪で、高価な国産品よりも良質の舶来品を好

んで用いるため，国内工業の育成にたいして関心が薄い。J(高橋章，前掲論文，

p. 518) 

皿 鉄道建設及び港湾施設の貿易への影 響

1850年代の世界資本主義は，自由貿易体制の進展と相まって，いよいよ本

格的な「世界的鉄道建設時代」を迎えることになった。ラテン・アメリカも

決してその例外ではなかった。ここでは，ラテン・アメリカにおける鉄道建

設と港湾施設の整備がその貿易に与えた影響について簡単に触れて‘おきたい。

我々は Eにおいて19世紀前半のラテン・アメリカ貿易にとって，市場の狭

さ，政治的不安定性，輸送，通信網の不足とし、う障害が存在していたことを

指摘しておいた。しかしこれらの障害は，鉄道建設を通して徐々に解決され

ていくことになった。

いうまでもなく，鉄道それ自体は輸送手段であり，一方では，ラテン・ア

メリカにおける生産物が生産物市場に運搬されるのを容易にしたことは当然

であった。と同時に鉄道建設は内陸の食料及び工業原料生産地の開発にも大

きな貢献をしたっしかし他方において，鉄道建設はラテン・アメリカの政治

的安定をおおいに強イじしたのである O このことは，具体的には軍隊の派遣の

容易さとなってあらわれた。

ラテン・アメリカにおいて， 1860年代以降の鉄道建設は，特にブラジノレとア

ルゼ、ンチンにおいてその影響は大きかった。アルゼンチンにおいては， 1862 

年にわずか18マイルの鉄道が1872年までに 700マイル以上に増大した。この

鉄道建設の増大は小麦耕作地を開発し，以前には小麦輸入国であったアルゼ

ンチンは，それ以後小麦輸出国に転じ，特に1890年代以降は，ロシア，カナ

ダ，プメリカ，インド，オーストラリアとともに，世界有数の小麦輸出国に
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なり，イギザスとの貿易におし、ても大きな役割を演じた 4)。ブラジルに

おいては，鉄道建設が豆大なコーと…生産地主r開発し，以後g額のコーヒー

輸出が保言uきれることになった。

淡4 イギワスの小炎事会入，設華客地域別 1863-191ヰ年

(100万ハンドレッドウェイト〉

1863 

411  

5，297 
1865 8，0941 (5， 6，817 
1870 10，2 3，348 
1875 10，0 5，613 3，622 1，157 
1880 2，880 1，599 3，888 36，1911 -1 3，229 4，246 
1885 11，976 1，980 1，745 24，2731 -1 12，170 5，279 
1886 3，721 1，317 3，081 24，6491 269': 11，024 739 
1890 19，389 1， 101 1， 128 17，2011 2， 喜多 112 3，058 
1893 10，062 362 3，157 32，2631 7，846， 6，196 2，590 
1895 23，017 753 1，845 3，487 
1900 4，478 

1当ヰ 6湖沼間1903 17，176 10，80!S21i 24，195 
1905 25，561 6，6181 6.5391 23，2591 22，8081 10，405 
1908 15mj M93i郎 224915m

1910 28，9 16110叫 15，1321 17，917: 13瑚

1912 9，0 一|日 19，9741 18，784寸 12，193
1914 7，23 31，4571 34，220! 6，4981 10，7091 12，122 

出所:主!litchel，ibid.， pp. 101-102.ブロシャの数字はドイツに合まれている。

鉄道建設による生産物の拡大及び輸出生産物の増大は，問時に，潜湾にお

ける輸出禁物扱いのための務施設の終備を要求した。当時のラテン・アメリ

カ貿易における商品の取扱いは，ブ;;J:.ノスアイレス，そンテビデオ，バルパ

ライソ，ベラクルス，サントス， リオ毒事の主要な港湾において行われていた

が，これらの港湾においては，脅えば防波堤もないような設簡の懇さであり，

る輸出入商品を取扱うには凶難であった。 19枇紀末になるにつれて，

イギリスをや心とする外闘資本を接介にして港湾施設が整捕され，とりわけ，

それがアル-ltシチγの穀物輸出とブラジルのコーヒー輸出に与えた影響は大
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きかった。

鉄滋建設と港湾施設の改善は，イギジスの対ラテン・アメザカ貿易の盈と

内容に変化合もたらした。鍔えば， 19世紀後半以降のイギリスの対ラテン・

アメリカ商品輸出きと実費的に支え，その大きなシニr:..7を占めたアノレゼンチン

についてみると， 1818年には，アノレゼンチンへのイギリス商品輸出の85%は

繊維製品であり，撚料と金属製品が 4%を占めていた。 1858~1862年には，

繊維緩品が依然、として75%と託倒的に大きく，燃料，金属製品は11%であっ

た。 しカミし， ブームがそ した1886'""'1890年までに，繊維

製品は30;与にまで減少し，逆に燃料と金属製品は50%によ外した。

しかしながら，イギリス商品輸出におけるこの渡先は，決してラテン・ア

メリコちのみに特有の変化で占まなく，イギザスのi伎界貿易におけるー毅的な構

造変化を一議では反映しているにすぎないということも支た指摘しておかな

ければ‘ならなし、。すなわち季 1825年・には，イギリス術品輸出の69;:写会f占めて

いた繊維製品は， 1907年設で37%に減少していた。そして穿これと対照的に

は大ぎな伸びを示した。つまり，金属・工学製品は14%から21%

に， ;J:た燃料としてのお炭は 1%から10克によ外したのである(表2参賂〉。

だが，いずれにせよ，鉄道隷設と港湾施設の整備・拡充は，ララFン・アメ

リカが19世紀後半以降のイギリスをや心とする自由笈易体舗のなかに，従っ

て，世界貿易の網の自のなかに議実に来日み込まれていく重擦な前提条件をな
2) 

していたといってよいであろう C

1) 訴しくは D.C. M. Plau， ibid.， p. 69参照

幻 自由主義段階に:1'"けるイギリスの鉄議，港湾施設等への投資の意義について佼々

フド霊量生氏は次のように指摘されているJ当時の資本がふjった事業の中心は鉄道て、

あり，他の言安芸評薬及び公債の用途ぎを考慮するならば，その大されが港湾，普段俗等の

社会的生産過程の一般的諸条件ななすものであった。J(r~自尚主義三段階におけ

るイギザス資木輸出J研究年線経済学， 34巻3・H三 p.43) r社会的生産滋税

の一般的総条件，とりわけ鉄道が苦手資ぶ主義的淡業地方に幾協したことは，

主主主役孫子行場への地方的浴場の包擦による悶際分業関係の拡大::î::'~意味する oJ (前

掲論文， p.ヰ3)
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N 19世紀後半以降のイギザスの対ラテン・アメリカ貿易

すでに触れたように， 19世紀後半から第 1次大戦までのイギリ久商品輸出

の機議は，その特徴として，繊維製品〈大きな部分は綿製品〕の比重の低下

と重工業製品，特に石炭と金属・工学製品の 内包しており，こ

の点ではイギリスの対ラテン・アメリカ街品総出に関しても決して倹j外では

なかった。

しかしながら，輸出の絶対額において，斡製品は依然としてイギザス製品

の中で最大の品目だったの り， 1914年以前のラテシ・アメザカへのイギ

リス輪出においても最大の商品であった。そこでまず， 19世紀後半以降のイ

ギリスの対ラテン・アメリカの務品輸出をど支えた綿製品，石炭及び金罵・工

学製品の輸出についてさらにくわしくみてみたい。

5からもうかがえるように，第 1次大戦前の世界市場において，綿製品

輸出に占めるイギリスの圧織的な地位に慰しては全く探問の余地はないが，

ラテン，アメヲカ市場においても，イギりスの地位は同様であった。 19t注総

後半以降のラテシ・アメヲカにおいては，アルゼンチンとブラジルがイギリ

ス綿製品の 2大輪前市場であったが〈表6)，この 2儲への輸出において，イ

ギザスは他諸国をはるかに凌駕していた〈表7)0

しかし，世界貿易におし、て，イギ予 3えの綿製品輸出は， 1895年の50億3，300

イギヲス

ヨ…田ツノ号

アメリカ合衆関

イ γ ド

日 本

その他

計

表 5 綿製品のをど築資易

〔各年平均，数位10075ヤーの

191 ひ~1913

6，650 

1，900 

400 

90 

200 

260 

仏500

出所:D. C. M. Platt， ibid， p. 176 
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表6

199 
97 

23 
29 

ン

ノレ

チン

J
/

シ

ルゼ

ブ

キ

ノレ

ア
守
フ
メ
ベ

コ

1) 政治的混乱が貿易に影響。 1880-1884年の年平均は2300万ヤード
出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 183 

アルゼンチンおよびブラジノレへの主要国の綿布製品輸出 (1909-1913年〉

(年平均，単位メートル トン〉

14，650 
6，884 
2，102 

106 

表7

8，567 

686 
1，162 
215 

乙ノ ノレフラアルゼンチン

ス

ア

ツ

国

ギ リ

タリ

イ

衆

イ

イ

ド

合

出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 181 

フア万ヤードから1913年の70億 7，500万ヤードに増大したにもかかわらず，

ン・アメリカ市場においては， 1895年の 8億 7，650万ヤ{ドを頂点に1913年

までに 7億 390万ヤードに減少した。このことは，諸列強との競争における

むしろラテン・アメリカにおけイギリスの地位の低下を示すものではなく，

る現地の民族資本による綿製造業の発展を反映したものであった。

ラテン・アメリカ諸国の綿製造業の発展程度を示すものであるが，表 8は，

特にブラジノレとメキシコにおいてその発展はめざましかった。反面アノレゼン

イギリスは綿織ここで、t土，チンの綿製造業の発展は未だ初期の段階にあり，

イギリスのア物輸出を通してしっかりと根を下すことができた。表6には，

メキシコ及びベノレーにおける綿製造プラジ/レ，ノレゼンチンへの綿布輸出が，

業の発展によってっくりだされたイギリス綿布輸出における減少傾向を食い

イギリス綿布輸出におけるアノレゼ

ンチン市場の決定的な重要性が端的に示されでいる。

止めることができたとしづ事実，従って，
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綿製品工業:ラテンアメリカにおけるその規模と分::{p

(1幻ト1911ef刊

機

35，000 

25，325 

1，750 

300 

250 

1，200 

150 

400 

200 

300 

録

ラジ

キ シ

ノレ

ロンビ、ア

ネ犬、;x.テ

アルゼンチン

グ ア テ マ ラ

チリ

ユ 二 ク ア ドノレ

ウノレグ、アイ

ノレ

コ

機善方

表8

ブ

メ

ベ

コ
. 

J¥. 

64，877 山
河
川

出所:D. C. M. Platt， ibid， p. 182 

ブラジノレにおいては，その綿布生長設は， 1885年の約 2，000フゴメところで，

トノレにまで‘増大し， 1885停には19憶ヤートノレから1911年の37権 8，600万メ

ノ人 1913年に

は吏Iこ9，650万ヤ…ノけこまで減少した。

商品質の綿製品と更紗がイギヲスから輸入される余地が識されていた。ラデ

よりブ‘ラジルにおいては，

ーノレであったイギリスからの綿布輸入は，19W与には16龍ヤ

しカ通し，

ブラジルがなおかつせながら，ン・アメリカにおし、て綿製造業会最も

アノレゼンチンに次ぐ綿製品総人組にとどまった嬢屈の一端はこの点にあった

といえよう。

んのすンタ〈無メキシコにおいては， 1860年代中葉までに，約5，400万ヤ

され， 1878主将こは 1館公，000万ヤーノレの γ ンタと地の木綿地〉

1，200万ヤールの更紗が鹿内で生産された。イギりスからの綿製品の輸入は，

ルであった。1861~1865年， 1874~1878年に，各々年平均 3 ， 080 万ヤ

マンタにおいても，或いはより低品紫のあら

イギリス製造業者が競争するのを不可能にらゆる種類の結実紗においても，

した。 1911年の現地生産試， 124の綿製造工場において35憶 3，800万ヤーノレ

このようイギジ Jえからの輸入は丸150万ヤ…ノレに減少したのに増大し，
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な国内生産の増大による綿製品の輸入代替は，ここでは1911年までに実質的

に完成した。すなわち，無地及び更紗製品の消費の97.2%はメキシコ圏内で

生産され， 1910年には，メキシコの綿製造業は合計 1，500万にのぼる製品を

製造した。

これら 3国以外の他の諸国の間でも，綿製造業は一定の発展を示し，低価

格の輸入綿製品は当然現地産業にとって代られた。ベノレーでは，イギリス製

造業者によって独占されていた低価格の綿製品輸入は放逐されてしまい，コ

ロンピアにおいても同様の事態が生じた。

ところで，イギリス製造業者は，綿製品輸出における以上のような減少を

逆に綿製品製造のための機械と綿糸への増大する需要によっていくらかは埋

め合わせることができた。インドの綿糸は極東においてイギリスとの競争関

係にあったが，イギリスは依然として世界における綿糸の主要な供給国であ

った。

表 9 ラテン・アメリカの主要な綿製造業国に対するイギリス綿糸輸出

〔1880-1913，単位千ポンド〉

I 1880 I 1紡 I1890 I 1895 I 1900 I 1905 I 1910 I 1913 
1) 

フラジノレ 779 1，386 2，654 

メ キ シ コ 102 136 209 181 
1) 1 ) 1) 

J、。、 ノレ 一 29 
1 ) 1) 

コロンビア 229 464 
1) 1) 1) 

アノレゼγチン 1，384 

tl二 1) 不明確

2) 政治的混乱によってゆがめられた数字
出所:D. C. M. Platt， ibid.， p.185 

1，872 1，338 1， 114 1，338 
2) 

189 177 198 89 
1 ) 1 ) 

109 107 
2) 

26 83 993 2，708 

1，794 3，482 2，342 1，872 

表 9は，ラテン・アメリカにおける主要な綿製造業国へのイギリス綿糸輸

出の発展を示している。それによれば，製造の初期の段階(ほぼ1890年代ま

でつには，イギリスからの綿糸輸入は全体として大きな伸びを示した。しか

しながら，ここにおいてもブラジルをはじめとする諸国がその紡績能力を発

展させるにつれて輸入量は減少しはじめた。しかしラテン・アメリカにお
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いて時期的に最も早く綿製造業を発展させたブラジノレ，メキシコを除けば，

他の諸国では，綿製造業の急速な発展はむしろ1900年代以降であった。事実

表 9に示されているように，コロンビアとアルゼンチンの綿糸輸入は1900年

代に入って大きく増加することになった。

石炭は，第 1次大戦前のイギリス商品輸出において，特に1890年代以降に

重要な位置を占めるに至った。 19世紀前半のイギリス商品輸出において，石

炭はほとんどとるに足らない比重であったが(表2からわかるように， 1847 

年のその輸出額は97万ポンド，全商品輸出に占めるその比重はわずか1.6%)，

帆船に代る蒸気船の登場，海外における鉄道建設，ガス生産及び動力産業の

拡大は， 1914年以前の数年間における石炭の世界消費量を確実に年平均 4%

上昇させた。石炭及びコークスの輸出は， 1850年のわずか 128万ポンドから

1900年の3，860万ポンドに達し， 1913年には5，370万ポンドにまで増大した。

また， 1850年にはイギリス商品輸出のわずか 2%にすぎなかったのが1913年

までにほぼ10%を占めるに至った。 1913年には， 7，620万トンのイギリス石

炭が輸出され，そのうちの 6，560万トンはヨ一戸ッパ及び地中海諸国に向け

られ，残りの1，060万トンのうち760万トンが南アメリカに， 10万トンが中央

アメリカに向けられた。このように，絶対額と比重の点では決して大きいと

はいえなかったものの，ラテン・アメリカの石炭輸入の伸びは著しいものが

あった。例えば，南アメリカについてみると， 1903~1905年には 1 ， 230 万ポ

ンドの石炭が輸入されたが， 1906~1908年には 1 ， 800 万ポンドで46%の増大

を示し， 1909~1911年には更に22%の伸びをみせた。このうちの90%はイギ

リスからの輸入であり，残りの10%はアメリカ，オーストラリア及び南アフ

リカから供給された。

表10によれば，この石炭・コークス輸入においてもアルゼ、ンチンはラテン

・アメリカにおける最も重要な市場であり，同国の1912年の石炭輸入の94.4

%はイギリスからのものであった。

次に，イギリスの対ラテン・アメリカ重工業製品輸出において石炭ととも

に主導的位置を占め，かつ1860年代以降のラテン・アメリカの輸送，産業，
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プデラ ジノレ

ウノレグアイ

チ リ
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表10 イギリスの石炭，コークス及び燃料輸出

出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 250 
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単位千トン

1910 1913 

3，769.9 

2.124.8 
793.9 

755.8 

農業等に直接の関連をもっていた金属・工学製品一一欽・鋼，機械類一ーに

ついて簡単に触れておきたい。

ラテン・アメリカの側からみて，欽・鋼の輸入は従来の主導的な綿製品輸

入を脅かす程度にまで増大した。しかしながら，ラテン・アメリカの需要は

主に鉄道に関連しており，鉄道レール製造はイギリス鉄鋼業の最大の弱点を

なすものであった。つまり，海外市場において不断に激化する競争，ヨーロ

ッパ及び北アメリカにおける保護関税に直面し，イギリス鉄鋼業は錬鉄生産

から高級鋼製品一一造船，軍需品等一ーへの生産の転換を余儀なくされてい

たのである。イギリス鉄鋼業におけるこの転換は，第 1に，造船業を筆頭と

する圏内の需要に対する供給の増大，第 2に，ヨーロッパ，北アメリカ市場

に代る帝国市場の比重の増大としづ結果を招L、た。第 1次大戦前にはドイツ

と並ぶ世界最大の鉄鋼輸出闘でありながら，輸出市場としてのラテン・アメ

リカが比較的重要視されなかった原因はこの点に求められるであろう。

機械類についてみると，まず農業機械においては，小麦，とうもるこしの

大生産国であり，大輸出国であったアルゼンチンがイギリスにとっての重要

な輸出市場であった。事実，第 1次大戦前の数年間において，アルゼンチン

はロシア.英領土に次ぐ輸出市場であった。しかしながら，アルゼンチンを

も含めてラテン・アメリカへの農業機械の輸出においては，アメリカが圧倒

的な地位を保っていた。例えば、 1912年にアルゼンチンは56万ポンドの刈取

り機と31万ポンドの脱穀機を輸入したが，その各々の7l.7%と80%はアメリ

カからの輸入であり，脱穀機のわずか1l.8%がイギリスから輸入されたにす
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ぎなかった。種々の工学産業のうち，特に電気産業においてイギリスはドイ

ツ，アメリカに遅れをとった。ドイツ，アメリカの電気産業は園内市場を基

礎に発展し，イギリス園内市場が発展の兆しをみせはじめた時にはすで、に海

外市場の分割に乗り出しており，イギリス電気産業はドイツ，アメリカの巨大

独占体を相手に自国市場で激しく競争しなければならなかった。電気機械の

輸出において最も早くラテン・アメリカ市場に進出したのもドイツとアメリ

カであった。アメリカの電気機械輸出におL、て，ラテン・アメリカ市場は最

も重要な地位を与えられたがドイツの輸出はアメリカのそれをはるかに上回

っていた。例えば1913年のアルゼンチンの電気機械及び器具の輸入の50%，

チリの輸入の75%はドイツからのものであった。この分野でもイギリスは帝

国市場において優位を確保したにすぎず，またその多くはイギリス園内のド

イツ，アメリカ支庖工場で製造された製品かまたは再輸出品であった。ラテ

ン・アメリカ市場への機械類輸出において，イギリスはアルゼンチンを中心

とする農産物加工機械，中央アメリカ，カリブ海諸国における砂糖，コーヒ

ー用機械，チリ，ボリビア，コロンビアにおける鉱山機械において優位を占

めていたにすぎないという状況であった。

このように，農業機械，電気機械の輸出において，イギリスはアメリカ，

ドイツの後塵を拝する結果になった。しかし，このことはイギリスの機械類

の輸出にとってラテン・アメリカが重要な市場ではなかったということを意

味しているのではないということは強調されねばならなし、。イギリスにとっ

て，ラテン・アメリカ，なかでもアルゼンチンは綿製品，石炭におけると同

様に重要な輸出市場であった。事実， 1913年のイギリス機械輸出(電気機械

を除く)において，アルゼンチンはロシア，フランスに次ぐ第 3の市場だっ

たのであり，ここにもイギリスの輸出市場としてのアルゼンチンの重要性が

端的に示されていたというべきであろう。

次に，ラテン・アメリカ生産物のイギリス市場への輸出について検討して

おこう。

19世紀前半のラテン・アメリカは，金(銀〕塊及び正貨を除けば，輸出品
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!日所二メンデザソ γ，飯EEI，平館， ~U本，平協尖訳 f恐慌の潔論と皇室史J 1. 1960， 

p. 345 

としてみるべきものがあまりなかったことは?でに指檎しておし、た。今1850

年代以降のイギリス街品輸入構造の特徴を表れに依りながらみてみると， ;t 

uど，食:料品が事会人におい も く，穀物，肉類の輸入はともに1870

年代以降大きな額にの っていることであるの 2に，次いで繊維原料，

tこ綿花の輸入が大きいこと るっこの食料品と繊維原料の合計は， 18昨年

の全輸入の64%を ， 1872年にもほぼ64%，1907年には約60%と

その比重を低下さ佼ているものの，その翠襲警性に関してはほとんど変化がな

かったと ない ろう。

ところで， 1913年には， イギザス全磁品輸入のうちの16%は南ブメリカ，

3 %は中央アメリカからのものであったっ従って， ラテン・アメヲカカミらの

商品輸入のうち， イ当よりスはそのはるかに大きな部分合宿アメザカの生産物

っていたこみは明らかマあり，なかでも擦 2に示されているように，

1880年代以降の潟品輸入はアルゼン王子ンからのものによっ されたこと
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も疑いなし、。ほぽ20世紀を境にして，ラテンーブメワカの生産物に対するイ

ギジスの関心a，特定の拡物，特tこ鎮，銭とゴム，更にとりわけアルゼンチ

ンの肉，とうもろこし及び小変に向けられた。 1880年代以降の対イギリス商

品輸出において，アルゼンチンが非常に大きな比議を占めることができたの

は，その肉額及び穀物の輪出に負うところが大きかったと替えよう。

1@2 ラテン・アメリカw及びアノレゼンチン織からの

イギりス輸入 1880…1913く害事定値絡〉

70 

各C

50 

40 

30 

20 

10 

Isso 1885 !針。 13守5 i守00 i守05 jqlO I守13

泊所:D. C. M， Platt， ibid.， p. 277 
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以下ラテン・アメリカの輸出生産物のうち，穀物，牛肉及び羊肉，銅，錫

及びゴム，原料綿及び原料羊毛について順次みてみたい。これらの商品の輸

出を検討することによって，先にみた19世紀後半以降のイギリスの商品輸入

構造における一般的特徴がラテン・アメリカにどのように反映しているかと

いう点も明らかになるであろう。

まず穀物についてみると，イギリスは1913年に 1億 590万ハンドレッドウ

エイト (cwt)の小麦を輸入しそのうち5、070万 cwt (約50%) をイギリ

ス領土(カナ夕、¥インド，オーストラリア〉から輸入し，アメリカから3，410

万 cwt(32%)，アルゼンチンからは1，480万 cwt(14%)が輸入された。しか

しながら， 1913年は前年に比べてアメリカのみが輸出を大幅に増大させ(約

41%)，他の輸出国は停滞ないし減少をこうむった年であり，第 1次大戦前数

年間の傾向を正確に反映しているとは言い難し、。アルゼンチンは1880年代後

半にイギリスへの小麦輸出を開始することになったが(表4)，その絶対量の

増大はめざましく，特に1900年代に入ってからはイギリスへの最も安定した

小麦輸出国になったということができょう。アルゼンチンはまたとうもろこ

しの大輸出国であり， 1913年には， 4，920 cwt万に達するイギリスのとうも

ろこし輸入のうち 3，890万 cwt(約80%)を供給した。表12からも明らかな

ように， 1880年代後半以降，アルゼンチンは小麦，とうもろこしの対イギリ

ス輸出において急激な増加を示していくことになったのである。

かくて，ラテン・アメリカの対イギリス穀物輸出は，その圧倒的に大きな

部分がアルゼンチンの小麦，とうもろこしi¥i命出によって担われていたといえ

るのである。

表12 アノレゼンチンの小麦・とうもろこしのイギリスへの輸山

(各五年間の平均， cwt) 

1909-1913 

小麦

と う も ろ こ し

11¥所:D. C. M. Platt， ibid目， p. 266 

16，691，620 
22，747，757 
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第 1次大戦前まで，イギリスは依然、として動物性製品，つまり，獣皮，獣

脂，骨，角，髪，舌，羊皮等をアルゼンチンからの輸入に頼っていた。 1880

年代以前には，ラテン・アメリカからの肉の輸入はほとんど行われなかった

が， 1912年までに肉の輸入が従来の伝統的な生産物の輸入にとって代った。

イギリスにおける人口の増大と肉消費量の増大は輸入に対する大きな需要を

っくり出した。 1913年には，イギリスの生産者は牛肉の国内消費量の63%を

供給し，羊肉では53%を供給していた。しかしながら，冷蔵肉と冷凍肉だけ

で 920万 cwtが輸入され，そのうち少くとも 717万 cwtはアルゼンチンか

ら輸入されていた。

ところで，アルゼ、ンチンにとって困難なことは，イギリス市場で十分競争も

できるだけの品質をもった生産物を供給することであった。早くも 1869年に

は生きた牛をイギリスに輸出するという試みがなされたが，航海途中の大量

死と品質の悪さが大きな障害となった。 1890年の 653頭から90年代後半の年

平均 7万頭という輸出の急速な増大は，その低価格にのみよるものであった。

しかし， 1870年代末のアルゼンチンからの冷凍肉の輸出は確実に輸出の機会

を増大させた。最初にその，恩恵に浴したのは羊肉の輸出であった。なぜなら，

品質，風味，外観において牛肉よりも被害をこうむることが少なかったから

である。

イギリスへのアルゼンチン羊肉の輸出は1900年に約114万 cwtに達し，1911

年にはピークの 178万 cwtに増大し， 1913年には 101万 cwtに減少した。

1910年代における輸出の減少傾向は国内において競争関係にある羊毛生産者

の要求と羊牧草地を犠牲にしての農業用地の占広大にも起因していた。

アルゼンチンの冷凍牛肉輸出は，アメリカの冷蔵牛肉及びニュージランド，

オーストラリアの高品質の冷凍牛肉と競争しなければならなかった。アルゼ

ンチンの牛肉の品質がオーストラリアと十分競争できる程度に改良されるま

で，またアルゼンチンの牛肉の冷蔵プロセスがオーストラリアに 1-分対抗で

きるようになるまで，市場を発展させる ζ とは不可能であった。品質と冷蔵

プ口セスの問題はやがて解決されていくことになるが，アルゼンチンにとっ



ラテン・アメリカ市場への英米の進出 外山 263 (607) 

て決定的に重要な意、味をもったのは後者であった。なぜなら，冷蔵肉はその

鮮度の保存において冷凍肉よりも優れていたからである。

1914年以前には，ブラジノレとベネズエラによって冷凍肉の輸出を増大させ

る試みがなされ，またチリも冷凍羊肉の輸出に努力したが， 1913年に南アメ

リカからイギリスに輸出された肉の61%はなおプノレゼンチンからのものであ

った。また1913年にイギリスによって輸入された冷蔵牛肉 262，801トンのう

ち 262，400トンは南アメリカから輸出され，残りのわずか 401トンがアメザ

カとカナダからのものにすぎなかった。冷蔵牛肉と冷凍牛肉についていえば，

南アメリカはイギリスの輸入の83%(イギリスの全消費量の30%)を供給し，

羊肉については26%(全消費量の12%)を供給した(表16参照)。

表13 ブラジノレ・ベノレー・ボリビアのゴム，チリの銅鉱石，ボリビアの錫鉱石のイギ

リス輸入

(1909-1913年の総計と国内留保額，単位千ポンド〕

|ブラジルの|ベ ム|ボリビ 日:ビアペゴム ー 錫鉱石 山A ノ !チリの銅鉱石

1909 I輸入総計 8，626.6 731.4 

l留保分 3，291. 6 319.9 

1910 J輸入総計 14，434.8 1， 117.3 

i留保分 6，075.7 

1911 f輸入総計 7，935，6 

l留保分 1，440.8 

1912 J輸入総計 6，791.7 

留 保 分 636.3 

1913 f輸入総計 5，940.7 

l留保分 1，337.3 

出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 268 

1) 51波された輸入額を越えたJ判命出額

699.7 

711.9 

296.3 

701.5 

405.3 

445.7 

272.5 

1， 026.9 30目3 493.5 
[) 

909.0 -52.3 470.6 

1，081.5 116.7 468.0 

979.0 64.8 467.9 

1，353.4 40.2 428.6 
1 ) 

1， 156.8 -11.5 428.5 

1，389.7 26.6 450.8 
1) 

1，139.0 6.9 450.2 

2，082.6 7.5 419.6 
1) 

1，839.1 -17.0 418.4 

表13は，イギリスへの銅鉱石，錫鉱石及びゴムの主要輸出国を示している

が，錫鉱石においてはチリからの輸出が，また錫鉱石においてはボリビアか

らの輸出が相当大きな比重を占めていた(表16参照〉。ボリビアは1910年まで

に，マレ一半島に次ぐ世界第 2位の錫生産国になり，ゴムはボリピアの第2

の輸出品となった。銅及び錫は通常完成品又は半完成品の状態でイギリスか
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ら再輸出された。従って，表13に示された国内消費のための留保額は正確で‘

はない。 1913年にイギリスは 110万ポンドの銅塊と 240万ポンドの未製錬錫

を輸出していたのである。

19世紀前半の貿易において，ゴムはほとんどその価値を認められなかった

が，加l硫の成功は，鉄道機械，工学及び電気産業への絶縁体としてその需要

を高めた。

アマゾン地域におけるゴム生産は1820年代の2.3トンから1880年には8，635

トンに増大し，技術産業と電気産業において需要が増大するにつれてその生

産は1890年に約 2倍の16，890トンに達した。 1900年の26，693トンの生産の多

くは自転車産業と自動車産業の拡大によるタイヤの需要に支えられていた。

1899年に 57，500トンに達した世ー界生産のうち， 25，000トンはアマゾン地域

(ブラジノレ，ベノレー及びボリビア)で生産され， 3，500トンは他の南アメリ

カにおいて，また 2，500トンは中央アメリカ(メキシコを含む〉で生産され

た。残りのほぼ大部分は西アフリカで生産された。北アメリカ(カナダを合・

む〉とイギリスが各々21，000トンを輸入し， ヨーロッパが15，500トンを輸入

し7こ。

1890年以降の需要増大はゴム価格の上昇をもたらした。 1889年には 1ポン

ドにつき 2シリング 6ペンスであった価格は1899年には 4シリング 6ペンス

へと上昇した。この価格上昇は競争を誘発し，世界のゴム生産は植民地のプ

ランテーション生産にとって代られるようになった。表14にみられるように，

特に1910年代に入ってからのプランテーション生産の増大は急速であった。

生産の大部分を野生ゴムに依存するラテン・アメリカはそれによって大きな

打撃を受けたのである。かくて，表13に示されたように，ラテン・アメリカ

におけるゴムの 2大生産国であるブラジルとペルーのイギリスへの輸出は，

第 l次大戦前の 5年間において， 1910年を頂点として漸減傾向をたどること

になったのである。

1780年代末に，イギリスは約2，250ポンド(重量)の綿を輸入L.，そのう

ちの 220万ポンド(約10%)はブラジルから輸入されたといわれる。綿製造
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0.5 
12.5 
307.5 
490.0 
845.0 
702.5 

1，572.5 

i，225.0 
1，455.0 

業の発展はブラジノレの綿花に対する需袋を増大させ，それがブラジノレの綿花

させた。そして， 1801~1810年にイギリスで愛用された綿花の約

20%はブヅジルによって供総され， 1811~1820年にはその比率は31おに増大

るに五さった。しかしその後， 認…戸ッパにおいて綿花の錨格が下落し， j: 

たブラジルの生産者が他の弥物生産に引きつけられたために，南北戦争中及

び戦後のブラジル綿花への突如とした諜要拡大を除けば，ブラジルの綿生童

し，イギリスの輸入に占めるその地位はとるに足らないものになった

(表15参照)o1910~1914'俸の 5 年絡のイギ担スの年平均終戦入のわずか1. 7

%がブラジルからのものであり，1.3%がベノレーからのものであった。残りの

ほとんどはアメジカ (74%)と滑盟内 (22克〉から輸入されたものである。

イギリ スば伝続的に巨大なネ毛生縁関であり， 19t1t総はじめにはスペイン

とブロシャが輸入学毛のほとんどた供給していたが， 1814年以降はホースト

ラリアが大きな地f立を占めスペインとプ口シャにとって代ったo j:たラテン

.アメザカからの輸入は大部分がアルゼンチンとウノレグブイからのもの

り，1880年ft以降大きな土器加すと示したつしかし，イギジスは1913年の南アメ予

カ生産量の17%を輸入したにすぎず¥その35%はフランスとベルギーに，また

30%はドイツとオーストザアに向けられた。イギザスは1913年に 6飽 4，160
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表15 ヨーロッパおよび北アメリカの製造業に対する

原綿供給国 (1836一1900年〉

(百万ポンド，年平均〉

年 |ブラジノレ|西インド|東インド lエジプトバ 計1諸島 I?rvl ~ I I 

1836-1840 585.7 25.3 13.4 56.5 30.1 711.0 

1841-1845 816.3 18.9 9.4 72.6 23.8 941.0 

1846-1850 964.2 23.8 6.3 86.7 29.7 1， 110.7 

1851-1855 1， 254. 7 27.1 6.3 134.8 60.0 1，482.9 

1856-1860 1，663.7 27.7 7.2 270.9 57.0 1. 933.5 

1861-1865 531.7 36.2 14.6 491.3 191.4 1，265.2 

1866-1870 1，108.6 99.9 33.2 576.5 190.9 2，009.1 

1871-1875 1，683.3 108.8 42.3 538.5 238.0 2，609.1 

1876-1880 2，231.5 43.7 15.9 407.4 268.7 2.967.1 

1881-1885 2，717.2 54.1 11.6 540.3 292.5 3.615.7 

1886-1890 3，170.0 52.2 13.6 583.1 301.7 4，120.6 

1891-1895 3，773.6 50.5 13.6 453.4 455.7 4，746.8 

1896-1900 4，594.5 24.6 15.6 300.4 575.4 5，150.5 

出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 257 

万ポンド(重量)の羊毛を帝国内から輸入し，南アメリカからは 947万ポン

ドの羊毛を輸入したに過ぎなかった。

表16は1913年においてラテン・アメリカの主要な輸出生産物がイギリス市

場において他諸国の輸出と如何なる関係にあったかを総括的に示しているが，

そこに示されている諸持徴についてはすでに多少なりとも触れてきたと思わ

れるので重複は避けるが，最後にイギリスの商品市場としてのラテン・アメ

リカの若干の特徴点をあげておこう O

まず第 1に，市場としてのアノレゼンチンの重要性である。アルゼンチンへ

の綿製品輸出は1880年の99万ポンドから1913年の 373万ポンドに，また石炭

輸出も 4.8万ポンドから 320万ポンドに増大した。綿製品輸出と石炭輸出の

合計は1913年の 2，260万ポンドに達するイギリスの対アルゼンチン商品輸出

額の約労を占め，更にこれに金属・工学品，主に機械類の輸出が加わってイ

ギリスの市場として大きな役割を果す要因となった(図 3参照)。

次に，イギリスにとって第 2の市場であったブラジノレは綿製造業に一定の
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発展をみせ，低価格品ではイギリスからの輸入綿製品にとって代ったが，1913

年には 224万ポンドの綿製品を輸入し (1880年には 350万ポンド)，石炭輸入

も1880年の19万ポンドから1913年の 224万ポンドへと大きく増大した。ブラ

ジノレにおいてもこの両者の輸出合計は対ブラジル商品輸出 (1，280万ポンド〉

の約36%に達した。綿製品輸出においては減少傾向を示したものの，石炭と

ともにその輸出に占める重要性からみて，ブラジノレに対しでもアノレゼンチン

におけると同様の輸出パターンを示していたとみてよいであろう。

これら 2国以外の諸国に対しては綿製品輸出がはるかに重要な地位を与え

られた。今この点をコロンピア，エクアドル，ベネズエラについてみると，

図4が示すように，綿製品輸出が圧倒的に大きな比重を占めていたことは明

表16 主なラテンアメリカ輸出品に対するイギリス市場，

ラテンアメリカと他の供給国との配分 (1913)

(単位千ポンド〉

|イギリス|イギリス|
生物産|輸入綱領からの|

|合計|合計|
ヨ三なラテン・アメリカおよびその他供給国

パナナ 2，172. 71 132.61コスタリカ(681.1)，コロンピア(60.3)，カナリー島
1 (750.4) 

9，785.41 ー|アルゼンチン(9，729.4)冷蔵牛肉

冷凍午肉 6，278.81 2，539.31アルゼンチン(3，085.6)，ウルグアイ (650.8)

ココア 2，282.61 1，162.61ブラジノレ(387.9)，エクアド‘ノレ(284.7)

コーヒー 2，920.91 362.41ブラジル(793.6)，コスタリカ(719.1)，メキシコ
1 (118.4).グアテマラ(315.7)，コロシビア(299.4)

1 ，005. 11 282.71チリ (419.6)銅(鉱石〕

銅(銀，沈殿物)1 1，499.41 635.61メキシコ(357.8)，スベイン(190.0)，チリ (105.4)，ポ
ルトカ'ノレ(104.8)

鍋(未加工・棒・ 17，345.71 1， 542.61合衆国(3，718.1)，日本(600.4)，チリ (477.4)，スベイ
塊板・固形，地金)1 ン(400)，メキシコ(205.6)

原綿 170，570.51 1，932.01合衆国(47，307.8)，エジプト (17，642.4)，ブラジル
(1，992.3)，ベルー(1，280.2)
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硝酸ソーダ 1，490.7 

語
口
一

一、、，ノ
一
n斗
u

続
一

9
一
門
ぺ
U

の

-
A

一

-

一

〆
f
t
¥

戸

hu
一

什

川

ノ

1
一
チ

表コ
ゴム 120，524.0111，739.81ブラジル(5，940.7)，ベルー(445.7)

種子，亜麻ある 17.195.41 4，358.41アルゼンチン(2，398.6)，ロシア(228.2)
いは亜麻仁

精製砂糖 3.71ドイツ(6，161.4)，オーストリーハンヵーリー(2，632.7)
オランダ(2，477.3)，ベノレギー(668.8)，ロシア(357.3)

10，715.51 927.31ドイツ(4，733.4)，キューパ(2，249.1)オーストリー・
ハンガリー(1，618)，デンマーク(307.8)，ブラジノレ
(266.1) 

すず鉱石 1 3.308.91 604.21ボリビア(2，082.6)，チリ (348.0)

すず(塊，棒板， 1 9，252.01 8，770.21蘭領東インド(254.4)，ドイツ(73.7)，ボリピア(55.6)
地金〉

12，351.1 

未精製砂糖

未精製タバコ 6，790.1 63.41合衆国(5，657.5)，トルコ(429.8)オランダ(287.5)，
ドイツ(180.6)

41.51キューパ(978.1)精製タバコ〔葉巻11， 138.0 
き〉

小麦 43 . 849 . 2121 ， 252.31合衆国(13，953.1)，アルゼンチン(6，137.5)，ロシア
1 (1，985)，ウルグアイ (326.2)

羊毛(羊または小134，226.1127.465.21アルゼンチン(2，140.6)，チリ (7'89.0)ウルグアイ
羊) 1 (397)パ、ルコ(274.1)，ベルー(212.3)

とうもろこし 113.769.81 175.51アルゼンチン(10，851.9)，合衆国(1，922.8)，ロシア
(490.0) 

からす麦 1 5，672.01 795.31アルゼンチン(1，892.2)，ドイツ(1，137.5)，ロシア
(865.2)，合衆国(465)，チリ (268.8)

出所:D. C. M. Platt， ibid.， pp. 272-273 

らかである。

以上我々は19世紀後半以降のイギリス商品輸出入構造における一般的特徴

との関連で対ラテン・アメリカ貿易をみてきたが，再度次の点を確認してお

きたい。

イギリスの対ラテン・アメリカ貿易はイギリス輸出入構造の特徴をかなり

の程度反映していた。輸出においては，綿製品と石炭，更に機械類を中心と

する重工業製品の増大が対ラテン・アメリカ貿易を支えることになったが，

この点はイギリスの輸出構造にみられた特徴とほぼ一致する。他方輸入にお

いては，穀物，肉類，銅，錫，ゴムにおいて大きな増加を示したが，穀物，

肉類の輸入増大はイギリスの輸入構造における一般的傾向を反映していた。
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しかし，原料綿，原料羊毛においてラテン・アメリカは，その輸入市場とし

ての重要性をほとんど付与されなかった。

これらの検討から我々は次のように言うことができるであろう。つまり，

19世紀後半以降iラテン・アメリカはイギリスを中心とする世界貿易の網の

目にしっかりと組み込まれ，特に20世紀以降帝国主義段階に至ってからは特

定の食料・原料資源の生産及び輸出地域としてますます重要な地位を与えら

れ，また工業製品の輸入市場としても大きな捌け口を提供し，その内部にモ

ノカルチュア経済構造を定着させていったのである。

図3 ラテン・アメリカ凶及びアノレゼンチン(B)への

イギリス輸出， 1880-1913 (申告価格〉
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出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 275 
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0.5 

図4 コロ γ1:::，"7，エクアドノレ，ベネズエラへの全イギリ

ス輸出にr5める線撃芸品の鱒'合， 1890-1913 
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出所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 303 
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1) 以下の具体的な事実関係の多くは D，C. M. Platt， ibid.に負うている。

の この点について，例えば入江氏は次のように指摘している。「当時，アメリカ， ド

イツ，とくに，ドイツにおける権基性転炉の発展は，イギリス鉄鋼業を圧迫した。

そして，その圧迫に抗していくには，平炉製鋼法による高級鋼に生産の重点を移

すことによって，鉄鋼業の活路をひらき，世界的優位を確保していくような態勢

をとるようにせまられた。J(入江節次郎「独占資本イギリスへの道」ミネノレヴア

書房， pp. 290-291) 

3) その原因は，電化及び電車に関する制限立法，豊富に存在する安価なガス，非常

に発達した蒸気技術‘小規模な発電所，高圧伝導の経験不足にあったと言われる

(D. C. M. Platt， ibid.， p. 242)。

4) これらの巨大独占体とは， ドイツの AlIgemeineElektricitats Gesellschaft (A. 

E. G.)，アメリカの Westinghouse及び GeneralElectricであった。

5) 一般に， 20世紀に入ってからのラテン・アメリカの貿易市場は 2つのパターンを

もち，そのパターンに従ってラテン・アメリカ諸国も 2つのグループに分けるこ

とができる。 1つのグループは熱帯農産物輸出諸国(ブラジノレ，コロンピア，エ

クアドノレ，中米及びカリプ海諸国〉と鉱業生産物輸出諸国〔チリ，ベノレー，ボリ

ビア〉であり，これら諸国はその主要な輸出市場をアメリカに見出したが，輸入

品は大部分ヨーロッパ 3 特にイギリスに依存した。第2のグループは温帯農産物

輸出諸国(アルゼンチン， ウルグアイ〕であり，このグノレープ，特にアルゼンチ

ンはその輸出品の大部分をヨーロッパに向けたが，農業機械，運輸装置等の輸入

品をアメリカに依存した(D.N.“Foreign Capital in Latin America" 1954， 

p. 4及び C.Furtado“Economic Development of Latin America" 1970， pp. 

32-34参照〉。ラテγ.アメリカに対するイギリス機械輸出の状況はこのような関

係を反映していた。

V 19世 紀 後 半 以 降 のラテン・アメリカ市場におけるイギリスと

アメリカ

19世紀最後の四半世紀まで，ラテン・アメリカの国際貿易において，イギ

リスが主導的な地位を占めていたことはほぼ疑問の余地がなし、。しかしなが

ら， 1870年代以降，イギリスはラテン・アメリカ市場において，列強，特に

アメリカとドイツからの厳しい挑戦を受けることになった。そのため，イギ

リスはラテン・アメリカ市場において， 1910年までにラテン・アメリカの全

商品輸出入の85%を占めるに至っていた南アメリカの 3つの市場，つまりア
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ノレゼンチン，ブラジノレ，チリとの貿易発展にもっぱらその力を集中した。む

ろんこれら諸国においても，イギリスはドイツ，アメリカとの競争に直面し

たが，それでもここでは，各々の国の全輸入の25~30%を維持することがで

きた。

しかし，第 1次大戦までに，メキシコ，カリブ海諸国及び中央アメリカ市

場において，イギリスはその主導的地位をアメリカに譲らなければならなか

った。

アメリカは対メキシコ貿易において， 1880年代はじめにイギリスと肩を並

べ， 1910~1911年までにイギリスの 5 倍の輸出を行った。また同時にその隣

接市場であるカリブ海諸国において優位を占め，南アメリカにおいても，ベ

ネズエラ，コロンピア，エクアドノレ，ペノレーでイギリスと競争するようにな

った。この厳しい競争によって，対ラテン@アメリカの貿易に占めるイギリ

スの地位は相対的に低下することになったが，今この点を大雑把な数字でみ

てみると次の如くである。

1893年におけるイギリスの対ラテン・アメリカ商品輸出は 1億 8，60075ポ

ンドであり，アメリカのそれは 3，730万ポンドであった。しかるに1913年の

イギリス商品輸出は 4億1，200万ポンドに達し，アメリカのそれは 2億4，700

万ポンドであった。絶対額においてはなおかなりの差があったとはいうもの

の，この聞のイギリスの輸出の増大が 121%であったのに対し，アメリカの

それは実に 563%であった。更に，その三大市場であったアノレゼンチン，ブ

ラジノレ，チリにおいてすらイギリスはそのシェアを維持できなかった。アル

ゼンチンの全輸入に占めるイギリスからの輸出の比率は， 1896~1900年の37

%から 1901~1905年の34% ， 1910~1912年の31%に減少し同様にブラジノレ

でのその比率は同時期に30%，31%， 27%，チリにおいては40%，37%， 32 

%といずれも後退を示した。

他方， 1910年のアメリカの対ラテン・アメリカ商品輸出は 2億 5，860万ド

ノレで、あり，そのうちの50%をキューパとメキシコが占め， 20%がノ、イチ，サ

ントドミンゴ，中央アメリカ，ベネズエラ，コロンピアに向い，残りが南ア
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メリカの他諸国に向けられたっ

輸出のうち，最大の商品は食料品(13%)であり，鋼生産物と鉄道資材 (8.25

%)，材木及び家具 (6.75%)，石油生産物 (4.75%)，農業機械と麻糸 (4%)， 

靴となめし皮 (3%)，電気器具及び装置 (2.75%)，綿及び綿製品 (2.5%)，

タイプライターと蓄音器及びミシン(1. 5 %)，海軍用品(1%)がそれに続

いた。残りの52.5%は，建築用金物の 5.2%を筆頭とする種々の製品，あら

ゆる種類の道具，刃物及び金物一般を含んでおり，アメリカはラテン・アメ

リカ全輸入の24%を供給した。このように，メキシコ，カリブ海諸国，中央

アメリカにおいて，アメリカはイギリスとの競争関係にない食料品輸出を主

要な挺子として市場進出をはかっていったのである。メキシコを除くこれら

地域は典型的な熱帯農業地域であり，その輸出品は砂糖，タバコ，コーヒー，

パナナ等であった 3 これら市場におけるイギリス貿易は大部分綿製品輸出に

依存しており，これら諸国の砂糖， コーヒープランテーション及び輸出事業

にほとんど関心を示さなかった。なぜなら，イギリス市場は，労働力が豊富

でかつ賃金の安い他民地によってこれらの生産物を豊富に供給されたからに

他ならなかった3 逆にアメリカは， United Fruit Company の巨大な、バ

ナナ帝国もを通して着実に貿易の道を開拓していったのである。

かくて，第 1次大戦までに，アメリカはメキシコ，中央アメリカ，カリプ

海諸国及び南アメリカの一部を自らの貿易市場として確立するまでに至った

のであり，逆にイギワスは，中央アメリカ，カリブ海諸国の市場から後退を

余儀なくされ，その主な行動範聞は，ますますその比重を高めつつあったア

ルゼンチンを中心にブラジノレ，チリ等の南アメリカ市場に限定されていった

のである。

1) ここでは小稿の目的からいって，ラテン・アメリカ市場をめぐるイギリスとドイ

ツの関係については全面的に割愛した。

2) ラテン・アメリカ市場をめぐるイギリスとアメリカの相応i及びアメリカの相対的

地位の上昇は，言うまでもなく「最初の帝国主義再分割戦争」といわれる米西戦

争以降明瞭にあらわれてくるアメリカの度重なる軍事干渉を伴った中央アメリカ

・カリプ海諸国の支配及びそれに伴う資本輸出に媒介されていた。今これらの点
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に立入る余裕はないが.アメリカ帝国主義による中央アメリカ，カリブ海地域の

植民地支配とその内容については.とりあえず，珠玖拓治「中南米における新植

民地主義の端緒形態」常山大経済論集15-1，高橋章「アメリカ帝国主義の特質

に関する一考察」大阪市人文研究9巻8分冊，同「十九世紀末スベイン植民地の

独立戦争とアメリカ帝国主義」大阪市大人文研究20巻8分冊，木田和雄「ラテン

.アメリカにおけるアメリカの新植民地主義」アジア・アフリカ研究8巻9号，中

屋健弐「干渉と不干渉の史的概観一一米国の対ラテン・アメリカ政策一」ラテン

・アメリカ研究 7，草間秀三郎「ウィルソンの対ラテン・アメリカ政策 (1914)J

愛知県立大外国学部紀要4号等を参照。

日 イギリス及びアメリカの対ラテン・アメリカ資本輸出

(1) イギリスの対ラテン・アメリカ資本輸出と貿易関係

イギリスの対ラテン・アメリカ資本輸出の歴史は独立達成後の1820年代に

さかのぼるが，ここでは，ラテン・アメリカ市場が国際貿易の網の目に組み

こまれていった19世紀後半以降，わけでも，その役割が重要性を帯びるよう

になった1870年代以降の資本輸出に焦点をあてながら，イギリス資本輸出が

対ラテン・アメリカ貿易に与えた影響を探ってみたい。

表17 イギリス海外投資の地域分布司 1870，1885， 1913年

大 英 帝 国

ヨーロッパ及び近東

ラテン・アメリカ

ア メ リ カ 合 衆 国

出所 :U.N..“External Financing in Latin America" 1965， p. 9 

100万ポンド

47.3 

12.4 

20.2 

20.1 

100.0 

表17はイギリス資本輸出に占める各地域の重要性を示しているが，それに

よれば1870年代以降第 1次大戦までのイギリス資本輸出は 380%の増大を示

し各地域とも順調な増加をみたが，その比重からいえば，ヨーロッパ，近
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東及びアメlJ:tJが低下し，逆に帝陣内とラテン・アメlJ:tJが大きく上昇した。

この点だけからでも，ラテン・アメザカは子育関主義段階に至ってます設す蓑

イギリスの資本輸出市場になったこと者どうかがうことができょうの

淡18 ラテン・プメザカにおけるイギリス投資 (1880年， 1890年，ゆ13王子会等条時点〉

〈公募， .:fi日価値，時え佼ぷンド)

言言 :fi 

アルゼンチン

ボ リビ ア

ブ ラ ジ ノ レ

チ ワ

コ ロ ン ピ ア

コ ス タ リ カ

キ ュ ー パ

ドミニカ共和鴎

品クアドノレ

品ノレサノレパドノレ

グ ア テ マ ラ

ホンジュラス

メ キ 、 ン つ

ニ カ ラ グ ア

ノミラグアイ

~ノv

ウノレグアイ

ベ エ ネ ズ ェ ラ

メL
fコ

1880 

20，338， 

1，654， 

38，869， 

1890 1913 

357，740，661 

419;720 

223，895，435 

63，938，237 

6，654，0ヨ4
6，660，060 

44.444.618 

乙780，974

2，224，700 

10.445，220 

3，143，200 

159.024，349 

1.239‘100 

2.995.730 

25，658，298 

46，145，393 

7，950，009 

33，876，767 

999，236，565 

IH所:D. C. M. Platt， ibid.， p. 289 

表18はイギリスのラテン・アメリカにおける設紫額の国別分布であるが，

そこではアルゼンチン ，ブラジル，メキシコの H認が欝立っており，

この 3獲で18初年のイギザスの対ラテン・アメザカ資本輸出の51%を

1890年には67%. 1913年には74%(アルゼンチンが約36%)にまで、上昇したっ

更に表19によれば，イギリスの資本輸出は政府註券ど鉄道証券に集中されて

おり， 1880年代以降の新規投資は鉄道を仁科心に行われていった傾向た読みと
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表19 イギリス道整合玉思:狩ラテンアメリカ投資の産塁走別分布(漢方ポンド〉

2. 
鉄滋

公益事¥楽

家主 1I1 

硫酸務

不動産

銀行

そ の他

3. 1'7 悲!仁1μ !

出所 :U.N.，“External Financin宮 inLatin America" 1965， p. 10 

ることができるう

.1913 

沈潜

31.7 

68.3 

45.8 

22‘9 

1.8 

18.5 

100.0 

我々はすでに麗において と港湾施設の幣、備・鉱大がイギジス合中

心とする19世紀後司王以降の世界貿易発展、の濃要な前提であることを議議して

おいた。以下，すでにふれたイギリス資本輸出の特徴を念頭に置きながら，

より具体的にみてみよう O

ラテン・アメリカへのイギリス投資は， 1860年代中葉から73年添探まで，

80年代後半から 1890~ 1891/<f-のベアリング恐慌~モ， 1900年代中業から1912

まで、の 3期の商務芸立があったが，このいずれの時期全通してもイギリス資

本輸出が最も影響た与えた隠はイギザスにとって最大の市場であったアルゼ

ンチ γに他ならなかった。 1860年代中葉からのイギリス資本輸出は，

鉄道建設を媒介とするラテン‘アメりカ市場の関際貿易体制jへの

であったが，この過程誌アルゼンチンにおいては，日大な穀物耕作j訟の開拓

会刺激し，アノレゼンチンが1880年代以降小炎輸出 じ，以後I生界有数の

小変輸出国になることを可能にした〈表4参溺〉。表20はイギジスの対アルゼ

ンチン投資において，鉄道投資がいかに重要でるったかを示している。他方正

アルゼンチンへの鉄道投資は肉冷凍，内冷殺の技術革新と結台1山アノレ寸法、ン
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表:20 7 Jレゼンチンにおけるイギリス投資の分布 (1910年)

(公募，単位ボンド)

政 府

自治体

鉄道

銀行

ビ‘ーノレ醸造所・蒸留沼醸造所

運河・造船所

商業・工業

電力

金融，土地及び投資

力ス・水道

事よ ~li 

電報・電話

電車

出所:D. C. M. Platt. ibid.， p. 291 

33，768，000 
4，571， 000 

186，126.000 
1，850，000 

993，000 
1， 941， 000 

6，922，000 

899，000 
8，060，000 

3，854，000 
832，000 

1.390，000 
18，612，000 

269，808，000 

チンは巨大な牛肉及び羊肉の輸出国へと転化をとげていくことになった。

11890~1904年と 1910~1914年の聞に，アルゼンチンの鉄道網は12.700kmか

ら31.000kmに拡大し，穀物輸出は1，038，000トンから5，294，000トンに 増大

し，冷凍肉の輸出は27，000トンから376，000トンへの増大を示した。」更に鉄

道建設はイギリスの石炭(燃料〉輸出の比重を高め，以後石炭はラテン・ア

メリカ向け商品輸出の重要な一端を担うことになったので、ある。図 5は，ア

ノレゼンチンに対するイギリス資本輸出と商品輸出の関連がし、かに強かったか

を示している。すなわち，資本輸出の増減と商品輸出の増減はほぼ同様のパ

ターンを描いており，明らかに照応関係が存在することを示している。イギ

リスは常にアルゼンチンの債務証券の大きな部分をもっており独立革命以降

1900年代中葉までにアルゼンチンによって契約された海外債務証券のうち82

%をイギリスが所有し， 1900年代末には約%をイギリスが握っていた。

第 1次大戦前10年間のイギリスの貿易がその巨額の投資によって支えられ

ていたという事実はある程度ブラジノレにもあてはまる。 1855~1859年にイギ
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溜 5 プノレゼンチンに認可する fギリス商品輸出(A)及び資本輸出(日01882-1913

100万ポシト"
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出所:弘 C.M. Pla:tt， ibid.， p. 281 

ワスの対ブラジル商品輸出は年乎均 400万ポンドであり， 1860~1864年には

500 万ポンド 2 その後1900年までは650~750フゴボンドの間を変動していた。

この間， 1891~18路年には 800 万ポンドのピークに速し， 1903年には 560万

ポンドに誠少した。しかしその後は大きく増大:し， 1904"'-'1913年には年平

均1，000万ポンドに達した。i-1880年から1910年の附に、 ，400言明葺
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から 1，300万回に拡大した。 1880年におよそ60kgバッグで 400万袋に達した

コーヒー輸出は1900年には 1，000万袋に，また第 1次大戦前夜には1，600万

袋に増加し，その後ほとんど凌駕されることはなかった。同じ時期に，ココ

ア輸出は 6，000トンから40，000トンに増大し， ゴム輸出は 7，000トンから
3) 

540，000トンに増大した。Jかくて，ブラジノレにおける鉄道の拡大と輸出生産

例の関係は、コーヒ一、鉄道という言葉の中に象徴的に示されているように

明白な事実であったというべきであろう。だが，反間ブラジノレへのイギリス

投資の大きな部分は，イギリスの支配が及ばない政府証券であり(アルゼン

チンの約14%に対しブラジノレでは50%以上)，また残りのかなりの部分は，第

1次大戦前の数年間にアメリカとカナダの支配下にあった鉄道会社と公益事

業会社に向けられた。このことは，イギリスにとってブラジルはアルゼンチ

ンほど投資利益をもたらさなかったことを意味しよう。このような投資の状

況は貿易にも反映し， 1913年のブラジルへの商品輸出は1，247万ポンドであ

り，アルゼンチン(2，264万ポンド)の約半分であった。

アルゼンチンとブラジルについては以上みてきた通りであるが，この両国

にみられたイギリスの資本輸出と貿易の関係は，程度の差こそあれ，一般に

イギリスとラテン・アメリカの関係全体に共通するものであった。例えば，

その一端はコロンビアの、コーヒ一、鉄道にみられ，またチリ及び、ペルーの

キ鉱物、道路にも認められた。

主に鉄道への投資を中心にみてきたが，鉄道とならんでイギリス投資の大

きなシェアを占めた政府証券にも一言ふれておきたし、。すなわち，政府証券

を通して流入したイギリス資本は政府によって主に鉄道と種々の公益事業に

融資されていたということである。とりわけ道路，港湾施設等の改善が鉄道
4) 

と同じように輸出生産物の輸送に果した役割についてはすでに皿において指
5) 

摘したこととの関連で留意される必要があろう己

1) C. Furtado， ibid.， p. 36 

2) 産業資本主義段階についてではあるが，イギリス資本輸出と商品輸出の照応関係

について，佐々木隆生氏は詳細に吟味され，次のように述べている。「イギリス資



280 (62ヰ〉 経済学研究会ぎ24~金銭 2 珍

求総tUは，詩まに外国筆記去るの発主義と時を同じ〈して発暴発したにとどトまらず，照応関

係において発展した。重苦ぷ輸出と術品輸出入の:全体の検事事は，~議室後環に対応し

でほぼ一致 もる。

このような資本;愉出とタト綴繁易の[関係は，

向に対応するイギザス機減iM工業製品の李会111市j劾と原料，食料等差是絞殺l輸入市場

の展開におし、て十全の淡現をうけとる。J(前掲論文， p，35) 

のこのような照応器係以，帝国会主総段階に返って強化されこそすれ弱められるこ

とはなかったし，ラテ γ ・アメリカも決してその例外ぞはるりえなかった。

3) C， Furtado， ibid川 p.36 

の 鉄道業主役と港湾総設の整備・拡大iJ'-19t校紀後半以降の枝t界貿易の幾史的議開にと

って霊童警な前提であることは恥すでに議繍したが，鉄道建設と港湾施設自体が外障

室誉本を媒介にした皮物でるち，その意味で外国資家紋鉄道絞殺と港湾総設の塁垂炎

的前提でもあったく援護参照〉。ここで， 13 三校義段階から帝国友達量段隊への移行と

、て，資本輪出をL

ないが， ζの点心関連して， レーユンの次の叙主sをどのように滋解すべきかとい

う点、に滋つで簡単に触れ‘ておぎたい;

でに世界資本主義の取引の々かにひきいれられ?鉄道幹線が認滋するか敷設され

はじめ，とぎ長0)発陸誌の初歩的条件が保障されている等々のことによって，つくっ

だされる。また，資本事会[lJ O)必然絞‘は，少数。〉出関でお主資本2院議IJ~ r機熱jし2

とっては〈設業の米発展と;大衆の焚滋という糸{牛のもとで)ir苓利なj投下

の場i'lJfがない，ということによってつくりだされるJぴ資本主義の絞おの後滋と

しての物国主義J邦訳「レ…ニン会:祭J大jH撃的， 22巻 p.278) 

故吉村正1If，ま氏は次のような緩解さと示しておられる。つまち[資本輸出はあ〈ま

でも先進闘の必要にもとづいて行なわれ，後進患はただ受」キの立場にあるが放

に，前者の資本;の過剰をf必然性と!呼び，後畿の条件の成熟を可能性としたもので

あらう。Jcn晃代の資本輸出J九大波業労働研究所報46f;}p‘ 5)また協中fMとは

「マをE認定義閣でのこのような過剰資みの発生は，他方での縞民地における資本主

義化の条件に照応しているのである。心「国際貿易と後)1121*1関経j予智子代議活，p.69)

「この総応関係をレ…ニンは資本総:1¥の可能性と必然性とし，て説明している。j

く前掲書， p‘70)と述べておられる。戸芸E去の理解に共通してみられるのは，1必然

役J→行己滋務関 C;下校悶主義諸熔〉のiliiJlliJ，1可能性j→「後進諮問の問怨Jと

いう認識である。ここではJ必然性Jと「列強位jはともに殺陣万三義段階におい

て同時依存在する諸国民総務の地域的条件の奈さだけといちことになる。しかし

し

4苧:除原の fお とっては，肉!日I
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の輸出が典型的であった。だが，独占が支配している最新の資本主義にとっては，

資本の輸出が典型的となった。J(邦訳「レーニン全集J22巻， p. 277)という叙

述との関連で考えるならば，1可能性」と「必然性」の関係は資本主義の歴史的な

発展過程を内包しているとみるべきではないであろうか。この点で我々は， 1可

能性Jについて辻忠夫氏が「鉄道建設を中心とした後進諸国への資本輸出による

資本主義世界市場の形成が先行条件であるとし、う指摘である。これは周知のよう

に産業革命以後のイギリスの海外進出にその典型をみるものであって，独占資本

形成のいわば前‘史をなす。つまり，この独占資本形成の前史こそが，独占資本の

I時代での資本輸lUを可能にする条件をつくったのだとしみわけである。だからま

た，この資本輸出の可能性から必然、性への転化とは，独占資本の形成による商品

輸出から資本輸出への典型の転化の歴史的内容で、もある。J(I資本輸出の『起動因』

について」同志ぷ土大経済学論叢19巻 1号， p.39)とされていることに基本的に賛

成である。ここでは，独占資本形成の前史，つまり，資本主義世界市場の形成過

程を問題にしているのであり 1単哲

吉村氏，堀中氏においては，世界市場の発展を通しての国際経済関係の形成とい
※ 

う視点が欠落しているために上記のような理解が生じたので、あろう。

※ レーニンにおいては，資本主義一般のもとでは商品輸出が，また独占資本主義

段階においては資本輸出が国際経済関係の基礎を創出していくとL寸把握がみら

れるように思う。従って，商品輸出から資木輸出への典型の変化は，同時に資本

主義の発展過程における国際経済関係の基礎の変化でもあったわけである。なお

この点については，辻忠夫「レーニ γ 『帝国主義論」体系における「資本輸lJ::Jl

範時の意義についてJ(同志社大経済学論叢19巻2号〉参照。

5) イギリスの対ラテ・ンアメリカ貿易に与えた資木輸出の影響を考える場合，鉄道

投資，政府証券投資に比べてその絶対額においては劣っていたが，見落してはな

らないのは銀行への投資であろう。ラテン・アメリカにおけるイギリスの銀行へ

の投資は，ラプラタ地域，つまりアノレゼンチンとウルグアイ (4支!古)，ブラジノレ

(3支j苫)，チリ (2支1古〕の三地域に集中され， 1914年のその資産額の合計はほ

ぼ 8，800万ポンドに達じたといわれる (D.C. M. Platt， ibid.， p. 278)019世紀

後半以降のイギリスの対ラテン・アメリカ貿易の発展が，アノレゼンチン，ブラジ

ル，チリを中心になされた背後て、は金艮行への投資が大きな役割を果していたので

ある。逆に，1一般にアメリカ投資の弱点は南アメリカに自国の銀行が存在しなか

ったことである。合衆国のこれらの諸国との外国貿易でさへロ γ ドンを通じて金

融を受けていた。J(メカニーク「アメリカ合衆国の資本輸出」経済批判会訳編「ア

メリカ資木主義の諸問題」殻文閣版所JI'Zp. 169)といわれる状況であった。
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(2) アメリカ資本輸出の進出

1898年の米西戦争以降アメリカは積極的に領土の再分割闘争に参加するこ

とになった。その際，アメリカの対外進出の最初の拠点はラテン・アメリカ

であった。ここでは，アメリカの対ラテン・アメリカ資本輸出の検討を通し

てラテン・アメリカ市場におけるイギリスとアメリカの関係を探ってみたい。

表21 アメリカ海外投資地域分布 (1897-1914年〕

(単位 100万ドノレ〉

[1W|190 8  1914 

直接投資|証券投資直接投資|証券投資直接投資|証券投資

ヨ ロ ツ
ノ、。 131.0 20.0 369.3 119.9 573.3 118.5 

カ ナ タ 159.9 30.0 405.4 291.8 618.4 248.8 
キューパ・商インド諸島 49.0 195.5 30.0 281.3 55.0 
メ キ 、ン コ 200.0 416.4 255.6 587.1 266.4 
中 央 ア メ リ カ 21. 2 37.9 3.1 89.6 3.6 
南 ア メ リ カ 37.9 104.3 25.4 323.1 42.6 
ア フ リ カ 1.0 5.0 13.0 0.2 
ア ‘J ア 23.0 74.7 160.5 119.5 124.4 
オ セ ア ア 1.5 10.0 17 .0 

言十 ! 側 51 50.011. 638.51 蹴 31 叩 2.31 861.5 

出所:C. Lewis“America's Stake in International Investments"， 1938， p. 606よ

り作成

但し，各年の直接投資の合計には，地域分布は分らないが，銀行への投資ー一一1897年
=1千万ドノレ， 1908年=2千万ドノレ， 1914年=3千万ドルが含まれている。

表21は，第 1次大戦前のアメリカ資本輸出の地域分布と形態を示したもの

であるが，そこではまず第 1に， 1897~1914年を通して，直接投資がその大

きな部分を占めていること，第2に，直接投資の地域分布において，ラテン

・アメリカが一貫して約50%を占めていること，この 2点が特徴として確認

できる。この点だけからでもアメリカの対外進出におけるラテン・アメリカ

の重要性を読みとることができる。

より具体的にラテン・アメリカへのアメリカ資本輸出の実態をみてみよう。

表22~表26は1897~1914年におけるアメリカの対ラテン・アメリカ直接投資
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ドノレ

タト!11

まず1897年にはメキシコが 2

ラテン・ 7メリカ市場への英米の進出

の霞BiJ，地域創，産業別分布であるが，
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最大の比遣を占め (43%)，しかもその日三倒的に大きな部分がメキシコに向け

メキシコが全投資の65%令占めた最大の要部であった。次いで、られており，

アメリカ合衆国:ラテンアメザカにおける密別の芸家接投資 (1897~1914)
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アメザカ合衆国:ラテンアメリカにおける都内別緩接投資 (1897;-19]，4)

〈主r米における総合計，百万ドノレ〉
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表25 アメリカ直接投資地域別・産業別分布

(1908年 γ 単位100万ドノレ)

ィγ ド諸島 メキシコ中央アメリカ|南アメりカ| 計!キューバ他西I/.4'- '/ -;z 14':k:7 /. 1);iJ1 
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出所:C. Lewis， ibid.， pp. 578-604より作成

鉱業・精錬業が26%を占めているが，この部門でもメキシコ 1国でその86%

を占めている。続いて農業投資が19%占めたが，この部門ではキューパへの

砂糖投資が約60%を占めていた。

、以後四00年代に久ってアメリカ直接投資は順調な増大を示じだが， 1897年
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との対比で1900年代以降の変化と特徴を確認しておこう。

まず，キューパ及び南アメリカの比重の増大と鉱業・精錬業投資の比重の

増大である。キューパの増大は主に農業投資(なかでも砂糖)の増大に依拠

しており(表25，26)，南アメリカはチりとベルーにおける鉱業・精錬業投資

の増大に負っていた。次に，鉄道投資の停滞が著しし、。この原因はメキシコ

への鉄道投資の伸び悩みであるが，これはメキシコ政府が鉄道の支配権を撮

り，それまでの直接投資が証券投資に切り換えられたことに起因しており，

単純な停滞とはいえない性格のものであった。事実， 1900年代に入ってから

のメキシコ鉄道への直接投資の減少は，逆にメキシコ投資における証券投資

の増大となって反映されているのである(表21)。

今この点を，中央アメリカ，カリブ海諸国，メキシコ，南アメリカについ

て，イギリス資本輸出との関係でみておこう。

中央アメリカ・カリブ海諸国においては，イギリス資本輸出は主に鉄道に

向けられた。とりわけキューパにおいては，そのほとんどが鉄道の所有に向
2) 

けられ，このことが1898年の米西戦争によってキューパがアメリカの保護国

と化したにもかかわらずイギリスが対キューパ貿易の一部を確保できた重要

な要因となった。他面，この地域はイギリスの綿製品輸出市場であったにも

かかわらず，砂糖，コーヒ一等の輸入市場としてはイギリスはほとんど関心

を示さず， 1911年にはわずか 5~6 つのイギリス所有のプランテーションが

キューパに存在しただけであった。逆にアメリカは，キューバの砂糖プラン

テージョンへの直接投資を筆頭に，鉄道，電力企業等に積極的に進出し，イ

ギリス系の企業の多くを買収した。このような状況の中で， 1906~1911年に

アメリカは中央アメリカ諸国の全商品輸入の49.2%を供給し，イギリスの

21.7%を大きく上回ることになった。

メキシコは，第 1次大戦前にはラテン・アメリカにおいて 3番目に大きい

イギリス資本の輸入国であり，イギリス投資は1880年代後半以降に大きな伸

びを示した。イギリス資本は主に鉄道，土地，鉱山，公共証券，銀行へ殺到
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した。イギリスは鉄道を掌握し， 1880年代の最初の鉄道ブームの時期にアメ

リカ資本によって獲得された地位を引継いだかに思われた。

しかし，アメリカ投資は1890年代に入って再び盛んになり，イギリスがし、ま

だベアリング恐慌の影響に悩まされている間に，鉄道建設，鉱山，プランテー

ション，工業への積極的な進出を示した。 1890年代はじめにメキシコへのイ

ギリス資本輸出は 4，000万ポンドであったが， 1880年代後半に設立されたほ

とんどの鉱山企業は失敗に終り，メキシコの 2つの鉄道幹線である Central

Railwayと National Railway におけるイギリスの巨額の持株がアメリカ

に譲渡されるに至った。この間メキシコ政府は巨額のアメリカ投資の脅威を

感じ，主要な鉄道を買戻すことによってアメリカ資本の流入を阻止しようと

した。このような状況の中で， 1911年に総額 3億 4，000万ポンドに達した外

国資本のうち，アメリカ資本が 1億 2，900万ポンドに達し，イギリス資本は
4) 

9，900万ポンドであった。 1911年までに，アメリカ資本はメキシコ経済のほ

とんどの重要なー部門に入り込んだ一一一 J.P. Morgan & Co.傘下の鉄道事

業， Guggenheimによって支配された鉱山と精錬業， Waters Pierceを通し

て操業する石油事業等である。

イギリスとメキシコの貿易は，イギリス投資の多くがアメリカとカナダの

支配下にある企業の証券，社債，株式であるということによってかなり制限

されたのアメリカとカナダの資本家はメキシコにおいてほとんどの先駆的な

事業を行い，イギリス投資家が関心を抱いたすべてのメキジコの企業は北ア

メリカにその源泉をもつものであった。

1900年代に大きな増加を示した南アメリカへのアメリカ投資が鉱業，精錬

業投資によって支えられたことはすでに指摘したが， 1914年に約2億2，000万

ド、ルに達した鉱業・精錬業投資はチリへの 1億 7，000万ドノレとベノレーへの

3，900万ドルによって占められていた。

反田イギリス資本についていえば，チリにおける1913年の 6，400万ポンド

のうち， 50%以上の 3，470万ポンドが政府証券に投資され，他は鉄道への
6】

2，050万ポンド，硝石への 1，100万ポンドによって占められた。更にイギリ
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ス資本は南部の電話サーピス業，牧羊業にも投下されていた。他方，アメリ

カの直接投資は1897年にわずか100万ドルで、あったが，1914年までに 1億7，00
7) 

万ド、ルに増大し(表22)，そのほとんどは銅鉱山と鉄鉱山に投資された。ペノレ

ーでは，イギリス資本は主に鉄道に投資され，鉄道の90%を支配した。他方

アメリカは銅，石炭，石油への直接投資を増大させた。

以上我々は，ラテン・アメリカへのイギリス資本輸出及びアメリカ資本輸

出の基本的な特徴とその特徴が顕著に現われたと思われる市場における両者

の関係をみてきた。そして，これらの検討から我々は，ラテン・アメリカ市

場におけるイギリス資本とアメリカ資本のかなり異った性格を見出すことが

できる。

それは，ラテン・アメリカへのイギリス資本輸出は政府証券と鉄道証券を

通しての証券投資が中心であり，逆に，アメリカ資本輸出は鉱業・精錬業を

中心とした直接投資をその主流にしていたという投資形態の相異に反映され

ている。つまり，イギリスは政府証券と鉄道証券にその資本を集中させるこ

とによってラテン・アメリカ諸国の輸送網を飛躍的に発展させ，またそれに

よってラテン・アメリカの生産を増大させ，対ラテン・アメリカ貿易を発展

させた。アルゼンチンとブラジノレへの資本輸出はその典型をなすものといっ

てよし、。しかしながら，イギリス資本はラテン・アメリカにおける生産その

ものの支配を積極的に志向することはなかったりこのことはキューパ，メキ

シコにおいても基本的に同じであった。確かにイギリスはキューパとメキシ

コへの資本資出においては，直接投資を通して鉄道支配を行った。しかしな

がら，それはいずれにしても輸送部門に関してであり，生産部国を直接掌握

することはほとんどなかった。これに対し，アメリカ資本は，キューバにお

いては鉄道よりも農業部門への直接投資を増大させることによって生産部面

を確実に掌握したのである。メキシコにおいてもアメリカは鉱業，石油産業

への直接投資によって生産部面を確保したのであり，この傾向はチリにおい

てもペルーにおいても基本的には同じであった。

従って，ラテン・アメリカへのイギリス資本輸出とアメリカ資本輸出の相
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違は総じて次のように理解してよいであろう。

第 1次大戦前のイギリス資本輸出は基本的に流通過程を把握することにそ

の力を集中させたが，逆にアメリカ資本輸出は生産過程そのものをも把握す

ることによって自らの利害を体現した。

資本輸出におけるこの相違が，ラテン・アメリカ市場をめぐるイギリスと

アメリカの競争において，中火ーアメリカ，カリブ海諸国へのアメリカの進出

を可能にし，イギリスの後退を余儀なくさせた一要因であったと指摘されう
8) 

るのである。

1) C. Lewis“America's Stake in International Investments" 1 938， p. 346参照

2) イギリスは1913年に 4，440万ポンド(約2億 1，800万ドノレ)の直接投資を行って

おり，そのうちの 2，580万ポンドは鉄道にむけられた (u.N.“Foreign Capital 

in Latin America" 1 954， p. 80)。

3) 1889年の時点で， Mexican Railwayはイギリスの会社で、あった。 NationalRailway 

はイギリスの支配下にあり， lnteroceanicと MexicanSouthernもまたイギリス

の会社であった。 TehuantepecRailwayはイギリス資本によって建設中であり，

Central Railwayの最初の抵当証券の大部分はイギリスの手にわたったといわれ

ている (D.C. M. Platt， ibid.， p. 299)。

4) イギリス資本は主に鉄道 (4，000万ポンド)，公益事業 (2，100万ポンド)，鉱山

( 1， 150万ポンド)，不動産(900万ポンド〕及び石油(575万ポンド〉にむけら

れた (D.C. M. Platt ibid.， p. 300)。

5) 1910年の革命i~l~íjに株式市場で、 1:坊された主なメキシコ証券- 55例外貸付1

lnteroceanic Railway， Mexico North-Western Company， National Railway， 

Mexican Railway， Mexican Light and Power Company， Monterrey Railway 

Light & Power Mexican Eagle Oil， Mexican Tramways Company--のうち，

Mexican Railway だけが完全にイギリスの支配下にあった (D.C. M. Platt， 

ibid.， p. 301)。

6) 硝石産業の発展は， Pacific 戦争 C1879~1884年〉の結果，チリがベルーから“硝

石地:111.5:'を獲得した後に急速に進行した。戦争の間に，ベルーの所有者はその持

株をイギリス資本家に売払った。 1890年までに，外国資本，主にイギリス資本が

この産業への投資の約90%を占めた。その後生産は第 1次大戦まで着実に増大し

た (U.N “Foreign Capital in Latin America" 1 954， p. 64)。

7) 銅の約95%は， 1905~1920年に設立された 3 つのアメリカ支配企業によって採掘

された。 AnacondaCopper Companyの子会主!である ChileExploration Company 



290 (634) 経 済研究学第24巻 第2号

が約半分を生産し， Kennecott Copper Corporation の子会社である Braden 

Copper Companyが%を生産した。残りの 1つは AnacondaCopper Company 

の子会社によって支配された AndesCopper Mining Companyであった (U.N. 

“Foreign Capital in Latin America" 1 954， pp. 63-64)。

8) ラテン・アメリカへのアメリカ資本輸出が直接投資形態をその特徴としていた点

を考慮するならば，次の指摘は印象的である。「これらの共和国(中米・カリブ海

諸国一ーヲ|用者〕でアメリカ企業家と土着政府と国民との聞に結ばれている相互

関係は甚だ特徴的J(メカニーク，前娼論文，p. 163)であり，アメリカ企業は「国

家中の国家をなしている。J(前掲論文， p. 163)1この大陸(南アメリカーー引用

者〉に於けるアメリカ投資の特殊性は彼等の企業がヨーロッパの企業とは反対に

当該国の国民経済と同化しないという点にある。J(前掲論文， p. 167)珠玖氏は

この点に注目し，1つまり未だこの時期にあっては，中米及びカリブ海諸国の国内

経済そのものの内部において支配の担い手を形成する程には，アメリカの直接投

資はそこに強固な基盤を有してはし、なかったといえよう。J(珠玖拓治「中南米に

おける新植民地主義の端緒形態」富山大経済論集15-1，p. 13)と述べ，これ

は当時のアメリカ金融資本の経済力の限界を示したものであるとL、う理解金示し

ておられる。メカニークの指摘は確かに氏がし、われるようにアメリカ金融資本の

限界を示す事実ではあろう。しかし，ここでの我々の関心から言えば，問題にさ

れるべきは，限界一般を指摘することにあるのではなし限界の具体的内容とそ

の原因であり，そのためには，何故アメリカ資本がヨーロッパ資本とは反対にラ

テン・アメリカ諸国の国民経済に同化しえなかったのかという点が明らかにされ

なければならないであろう。氏の理解に従えば，メカニークの指摘はヨーロッパ

諸国の金融資本とアメリカ金融資本の経済力の違いを具現したものである，とい

うことになろう。氏のこの結論は余りにも一般的に過ぎ，その内容に関しては不

明瞭であるが，今この点は措くとして，問題は，何故氏がこのような一般的な結

論しか導きだせなかったのかという点にある。その理由は，第 1iこ，氏において

は「直接投資がそこに強国な基盤を有していなかった」とLづ事実が前提にされ

こそすれ，その事実の内容そのものが検討されることがなかったからで、あり，第

Hこ，我々にとってはこの点の方がより重要なのであるが，第 1の事実と，そこ

から氏が導かれた結論は余りにも短絡に結びつけられているということである。

つまり氏の結論が，資本輸出を通して具現した事実に基いている以上，少くとも

ヨーロッパ諸国の資本輸出とアメリカ資本輸出のある程度の具体的な検討という

媒介が必要とされなければならなかったということである。

第 1点目に関していえば，我々は，直接投資であったが故にそこに強固な基盤

を有しえなかったという面に着目する必要があるのではなし、かと考えている。第一

2の点については，メカニークの鋭い指摘の背後には，アメリカの資本輸出とヨ
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開ッパの資本輸出におけ~形態の途いとしづ家主認が存在するのでil'>り，更にj設

えば，この形態の浅いに反映されているように，何故アメザカ金数資本がその資

本総出において，諸 -pッパ資本と終る性絡をもたざるな得なかったのかという

問題合濁らかにすべきで追うろう。このように考るえことによって，アメザカ金縁

資本の経済力の滋界のJ主体的内務省r具体的に把握することが符能になるのではな

L 、で、あろうか。

小括ー……結びにかえて

1810年代， 20年代の独立革命によって，スペイン，ポルトガ/しからの解放

をかちとったラテン・アメワカ銭閣は，イギリスな中心とする白出貿易体策u

の進展とよそれに伴う鉄道建設ブームの影響を強く受け，ほぼ1850年・代以降世

界貿易の一環に盟く結びつけられていくことになっ

イギリスからの資本流入会挺子とするラテン・プメリカの鉄道建設は1880

年代以降に本格イじすることになった。 1880年代以鋒第 1次大戦までの時期は2

いうまでもなく，世界経済が自由競争設畿から帝悶主義段潜への移行を開始

し，完了させた時期であった。まさにこの時識にラテン・アメリカ藷属は鉄

道建設を軸に急速な[経済的発展」ななしとげていくことになったのであるo

しかしながら，この急速な了経演的発展」とは，ラテン・アメリカ諮髄にと

って，二世ノカルチュア駿済の構造的主主蒼であり，それを議して層際的分業体

制に包揺される過程であり，常識ごと義世界体制jのー潔としての食料・露料供

給地，つまり絞済的従鱗関の地位を意味した。

子育躍主義段階移行期以後に活発化したラテン・アメザカへの資本流入はそ

れ以外にはやiももたらさなかったし，またそれが帝闘主義の姿求でもあった

のである。

だがその際とりわけ法3まされるべきことは，第 l次大戦前のラテン・アメ

リカへの 2大資本輸出閣であったイギリスとブメ Fカの場合，その資本;輪出

の投絡には大きな相違がみられたことである。すなわち 2 イギジス資本が主

に輸送部門への投資を還して読通議穏を把握していったのに対しアメリカ

資本は鉱業への議接投資令中心に主主進退援をも掌揮していったという相違で
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ある。そして，このことこそアメリカがイギジスに対抗しつつ撃中央アメリ

カ，カリプ海諸富市按をその支配下におさめることに成功した 1つの要鴎で、

あったと患われるのである。

まずらこ， ここ 々は，帝国主義掲題の蒋分割闘争の一つの興味深い姿にふ

士Lることカミできるので、ある。

むろん，上記の検言すだけによっては，このような得分;裂の形態が，はたし

て，緩済的得分割闘争の一般的な在り方をどの軽度反映し，また反蛮そこに

どのような意味でその特殊な形態を認めること きるかを直ちに判断ずる

ことはできないで、あろう。なぜなら，明らかにこのような判断の前にはz

界経済の歴史的幾践の各所にあらわれた帝繍主義手存分説闘争の具体的な姿を

し，それらさY分析する作業が少くとも必要とされるからであ

る。

また，とりわけ，アメザカ

フむの経済的存分離の%識がどのよう

直ちに結論づけることはできなし、

とってこのラテン・ 7メ予

もちえたかも，以上の検討から

だがこれら z点の開題は，小稿から蕊接でてくる世界経済及。アメリカ帝

，今後の興味ある課題であることは当然であろう。

我々もまた， これらをと後日 としておきたいと考える次第である。


